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Ⅰ．法人の概要 

１．法人情報 

（１）法人名称 学校法人大橋学園 

（２）主たる事務所 愛知県名古屋市中村区亀島二丁目６番１０号 

２．建学の精神と教育理念 

建学の精神 「地域を支える次世代を社会に送り出す」 

教育理念 「豊かな人間性と確かな技術 - ユマニテク - 」 

３．法人の沿革（事業報告書巻末に掲載） 

４．役員・教職員の概要 

（１）役員 理事８人（内、理事長１人）、監事２人 

（２）評議員 １７人 

（３）教職員

    令和２年５月１日現在 

学校 
教員 職員 

合計 
専任 兼任 小計 専任 兼任 小計 

名古屋ユマニテク 

 調理製菓専門学校 
２５人 ３４人 ５９人 ６人 ---- ６人 ６５人 

名古屋ユマニテク 

 歯科衛生専門学校 
１３人 ５４人 ６７人 ４人 ---- ４人 ７１人 

ユマニテク短期大学 １２人 ２３人 ３５人 ９人 ---- ９人 ４４人 

計 ５０人 １１１人 １６１人 １９人 ---- １９人 １８０人 

※令和２年度学校基本調査

５．設置する学校・学科の入学定員、学生数の状況 

令和２年５月１日現在 

学校 学科 入学定員数 収容定員数 現員数 備考 

名古屋ユマニテク 

 調理製菓専門学校 

調理師専科 ４０人 ８０人 ２６人 ※１

製菓製パン本科 ８０人 １６０人 １５５人 

総合学科(高等課程) ８０人 ２４０人 １７７人 

名古屋ユマニテク 

 歯科衛生専門学校 
歯科衛生学科 １２０人 ３２０人 ２９８人 ※２

ユマニテク短期大学 幼児保育学科 １００人 ２００人 １２４人 

計 ４２０人 １,０００人 ７８０人 

※１．開学科２年目（完成年度）

※２．定員変更２年度目（3 年生：80 名）

※３．製菓衛生師科（通信課程）：記載省略
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Ⅱ．事業の概要 

法人本部 

１．理事会、評議員会の開催状況 

（１）理事会開催回数 ６回 令和２年（２０２０年）３月～令和３年（２０２１年）年５月 

（２）評議員会開催回数 ６回 令和２年（２０２０年）３月～令和３年（２０２１年）年５月 

２．監事による監査状況 

（１）監事 矢野 範子 氏、 島岡 雅之 氏 

（２）監査状況

理事会等に出席する他、関係書類閲覧等及び期中・期末監査を実施 

〔会計監査〕 期中、期末 

会計監査人（独立監査人）との連携協議含む 

〔業務監査〕 期中、期末 

理事長及び法人本部長等との面談による現況聴取及び法人が設置する 

学校現場での実地監査を実施（ユマニテク短期大学、名古屋ユマニテク 

歯科衛生専門学校、名古屋ユマニテク調理製菓専門学校の事務局長・事 

務長等からの面談による現況聴取、協議、校舎内視察等） 

〔監査報告書提出〕 令和３年５月２０日 

３．私立学校振興助成法に基づく会計監査人（独立監査人）による監査状況 

（１）監査契約 受嘱者 公認会計士 佐久間紀事務所 公認会計士 佐久間 紀 氏 

公認会計士 片山茂則事務所内 公認会計士 久留美 輝晃 氏 

（２）上記委託審査担当員 公認会計士 伊藤 堯夫 氏

（３）監査報告書提出時期 令和３年６月

（４）監事との連携 期中、期末 

４．重要事項等 

（１）ユマニテク短期大学

平成２９年４月に開学したユマニテク短期大学は平成３０年度に完成年度を迎えた後も、文部科学省

による「設置計画履行状況等調査」及び「大学等設置に係る寄附行為（変更）認可後の財務状況及び

施設等整備状況調査における意見に係る報告書」の提出を求められ、文書にて前述の調査を提出しま

した。その結果は令和３年３月２６日に本学へ通知（文部科学省のホームページにも掲載）され、教員の

整備に関する指摘や入学定員未充足の改善など、５項目の指摘事項が付されましたので、引き続き改

善に向けて取り組んでまいります。 
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（２）県知事所轄の専修学校 （名古屋ユマニテク調理製菓専門学校、名古屋ユマニテク歯科衛生専門

学校） 

 平成３１年４月に改編した専修学校においては、名古屋ユマニテク調理製菓専門学校の調理師専科

で完成年度を、名古屋ユマニテク歯科衛生専門学校の歯科衛生学科で定員増の２年目を迎えました。

調理師専科では、初めての卒業生を１３名輩出し、全員に調理師と製菓衛生師の資格を取得させること

ができました。令和３年度は入学者数も増加しますが、入学者全員が資格を持って卒業できるように教

育活動の充実を図ります。また、歯科衛生学科では、１・２年生が３クラス編成となり、在籍者数が増加し、

施設の稼働方法に工夫が必要になってきています。新型コロナウィルスへの対応も踏まえ、なるべく密

を避けるよう努力しています。令和３年度は完成年度を迎えますので、より多くの歯科衛生士を地域社

会に送り出せるよう教育活動に専念して参ります。 

 また、専修学校改編後の順調な学生募集を背景に、名古屋地区に新規事業計画を立案中です。そ

の実行に不可欠な新校舎建築用地の候補地が現校舎の近隣に見つかりましたので、令和３年３月に売

買契約を締結しました。今後、現設置校の設置学科の拡充を中心に事業計画の協議を進めて参ります。 

 上記、名古屋２校の改編に伴う校舎や施設設備の整備に関しては、平成３０年度に概ね改修工事が

完了しておりますが、学年更新での学生数増員に対応するための備品の追加や、ネットワーク設備の

整備を令和２年度に実施しました。 
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令和２年度 事業報告書 

名古屋ユマニテク調理製菓専門学校 

校長 星野 正純 

事業報告にあたって 

２０１９年４月、名古屋ユマニテク調理製菓専門学校と校名変更して再スタートを切った本校は、専門

課程（調理師専科、製菓製パン本科）と高等課程（総合学科）の２課程を設置し、新しい組織の中での

スタートを切り２年が過ぎようとしている。専門課程においては、強豪校の多いこの地区において東校

舎・西校舎の２校舎に分かれての募集にかかわらず、製菓製パン本科は定員を充足でき、調理師専科に

ついても、昨年度から大きく伸び、３０名を超える入学生を確保することができた。高等課程において

も、愛知県下１５歳人口減少の中に高等専修学校が２６校とひしめく中、男女共学、校名が調理製菓で

ありながら、総合学科での募集とやや難易度の高い環境ではあったが、総合学科の利点を中学生や保護

者に強くアピールすることにより、定員を大きく上回ることができた。これも年度はじめに両課程の教

職員を一同に集め、学校方針の周知、各自の自己目標を掲げることにより、各自の意識を持たせ事にあ

たることにした。何とか基礎固めはこの２年間である程度は形となってきたと思われる。このまま一丸

となって前進することによってより強健な組織を作っていきたい。 

Ⅰ．基本方針について 

１．教育方針 

＜高等課程 総合学科＞ 

高等課程においては、専門課程・高等課程一体となった５か年教育、私立の高専を目指し、本校にお

いて生徒や保護者に安心感を与えることを第一義として、中学校・保護者・生徒にアピールする。それ

によって生徒や保護者から信頼される教育体制を構築させる。 

専門課程においては、人間教育や技術の習得はもとより、国家資格の習得、就職先の確保という本来の

姿を確立させる。 

＜専門課程 調理師専科＞ 

社会に貢献できる人間性や技術、知識を身につける。 

＜専門課程 製菓製パン本科＞ 

学生の現状と課題をふまえ、学校力（教職員が一丸となり、学生を指導支援する）、教師力（専門性を

発揮し、分かる・身につく授業をする）、人間力（学生の豊かな人間性と社会性を養う）の３つの力によ

り、学生の自己実現と自立を目指す。 

２．教育目的 

＜高等課程 総合学科＞ 

『ユマニテク』と命名された学校名そのままに「豊かな人間性と確かな技術」という教育理念その

ままに専門職業人の育成を目指す。教育方針及び教育特色をしっかり理解した上で、本校で自分の

『夢（将来の目標）』を見つけて、それに近づこうと努力する強い意志と意欲を養う。 

人物像としては、 

〇さわやかな笑顔、大きな声、きれいな姿勢 

〇相手の気持ちがわかり、家庭の愛を感じることのできる人材 
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＜専門課程 調理師専科＞ 

(1) 基礎技術の鍛錬と幅広い知識の習得を目指す。

(2) 作ることの楽しさや食して頂くことの喜びから、調理製菓のやり甲斐を伝える。

(3) 調理製菓に対する姿勢を身につけさせ、現場に臨む心構えを持たせる。

＜専門課程 製菓製パン本科＞ 

「豊かな人間性と確かな技術」を兼ね備えた専門職業人（パティシエ、ブーランジェ、和菓子職人、

カフェ店員等）を養成することを目的とする。

３．主な教育・研究の概要 

 ＜高等課程 総合学科＞ 

（１）入学者の受入れに関する方針（アドミッションポリシー／求める人物像） 

  教育方針及び教育特色をしっかり理解した上で、その特色を活かし自分の『夢（将来の目標）』を 

探求し、その実現に近づこうと努力する強い意志と意欲を持たせると共に、同じ目的を共有する 

仲間と強調した学校生活を送ることのできる人物を育成する。 

（２）教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラムポリシー） 

総合学科として、基礎的学力の習得に必要な「一般教養領域」、豊かな感性と表現力を有した人間形

成を促すための「人間形成領域」、社会的生活能力の基礎を身につけるための「総合教養領域」、自

分の夢（目標）の実現に役立てるための「専門教養領域」の４つの柱をカリキュラム上にバランス

よく編成し、各領域ごとに適切な教員、教材、授業内容、評価を配置する。 

（３）卒業の認定に関する方針（ディプロマポリシー） 

・本校教育方針に沿って、3 年間を通じ自分の「夢」の探求と実現に努力を惜しまなかったこと。

・本校の定めるすべての授業科目に対し、規定に定まる出席率を満たしていること。

・本校の定めるすべての授業科目の成績評価が認定の要件を満たしていること。

＜専門課程 調理師専科＞ 

（１）入学者の受入れに関する方針（アドミッションポリシー／求める人物像） 

① 本校の教育方針や教育内容を理解し、本校で学びたいという気持ちを持っている者。

② 学科の特性や目指す職業について探究し、学習の目的や意義が明確である者。

③ 目標達成の為に粘り強く努力し、最後までやり遂げようとする意志のある者。

④ 卒業後の進路や将来の目標についての考えを持ち、社会に貢献する意欲のある者。

（２）教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラムポリシー） 

調理師法施行規則に基づき、体系的に学修できるよう講義、実習科目を配置する。 

調理師専科においては、職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成することを目的として、企

業等と連携し、実務に関する知識、技術及び技能について組織的な教育を行う。 

授業計画書（シラバス）については、授業概要、授業終了時の到達目標、毎回の授業テーマなど

を記載しており、入学年度に学生に配付し積極的に活用するように指示している。 
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（３）卒業の認定に関する方針（ディプロマポリシー） 

カリキュラムポリシーに沿って設定した全ての科目を修得し、学則及び卒業判定規程にある下記

の卒業要件を満たしたものに専門士を授与する。 

・調理業務を行うにふさわしい知識、技術及び人格を備えていること。

・本校の定める全ての授業科目、及び実習の出席率を満たしていること。

・授業料等学納金が完納されていること。

・成績評価が認定要件を満たしていること。

＜専門課程 製菓製パン本科＞ 

（１）入学者の受入れに関する方針（アドミッションポリシー／求める人物像） 

  専門技術と知識を学び、社会性を身に付けていきたいと考える人。 

  「豊かな人間性」と「確かな技術」を身に付けるための基礎として、意欲や適性、将来の目標

等を重視する。これらを捉えるために、選考における評価基準の主なものを以下にあげる。 

① 本校の教育方針や教育内容を理解し、本校で学びたい気持ちがあるか。

② 希望学科に関係する職業を理解し、入学目的・身に付けたいことが明確であるか。

③ 目標達成のために、粘り強く努力し、やり遂げる気持ちがあるか。

④ 卒業後の進路、将来について考えているか。

（２）教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラムポリシー） 

製菓衛生師法施行規則に基づき、体系的に学修できるよう講義、実習科目を配置する。 

製菓製パン本科においては「職業実践専門課程」の認定を受けており、職業に必要な実践的か

つ専門的な能力を育成することを目的として、企業等と連携し、実務に関する知識、技術及び

技能について組織的な教育を行う。 

授業計画書（シラバス）については、授業概要、授業終了時の到達目標、毎回の授業テーマな

どを記載しており、入学年度に学生に配付し、積極的に活用するように指示している。 

（３）卒業の認定に関する方針（ディプロマポリシー） 

カリキュラムポリシーに沿って設定した全ての科目を修得し、学則及び卒業判定規程にある下

記の卒業要件を満たしたものに専門士を授与する。 

・製菓業務を行うにふさわしい知識、技術及び人格を備えていること。

・本校の定める全ての授業科目、及び実習の出席率を満たしていること。

・授業料等学納金が完納されていること。

・成績評価が認定要件を満たしていること。

４．教職員の行動指針 

＜高等課程 総合学科＞ 

①私学人としての意識を持ち、全教職員が一丸となり一人ひとりの努力で学校を運営するという意

識・共通理解のもと、教職員相互の信頼と敬愛に基づく協同体制を万全のものとして、生き生き

とした学校づくりに努める。また、教職員一人ひとりの行動、発言が学校の代表者という意識を

強く持ち、責任ある行動や自己研鑽に努める。
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②生徒ファーストのもと、感情に流されず生徒と共に伴走し、伸びようとする気持ちと愛情を持っ

て指導にあたる。

③保護者や地域との連携を密にすることで、学校への不安を暖和し、学校への願いや要望を把握す

る。

④教職員は教育方針を理解し、授業計画や事務管理のみならず、教職員全員での学生生徒指導や募

集活動まで幅広く物事にあたる。

＜専門課程 調理師専科＞ 

①全教職員が学校運営に対し共通認識の下、各自の業務に取り組む。

②教員は授業計画を入念に行い、興味深い魅力のある授業展開を心掛ける。

③職員は教育方針を理解し、事務管理のみならず学生指導・学生募集にあたる。

④教職員は組織の拡張を視野に置き、あらゆる面で個々の資質向上に努める。

＜専門課程 製菓製パン本科＞ 

①各々が教員として、また分野の技術知識人としての資質向上を目指し、協調性をもった職務を

遂行する

  ②学科の教育指針を基に、教員が共通の目的のもと指導に取り組む 

③学科の教育指針を学生便覧に掲載し、本学科の教育姿勢を学生へ浸透させる

  ④教員の平均年齢の若さを優位点と捉え、学生の心と密に関わる 

Ⅱ．令和 2 年度 事業報告  

１．学校運営と教育活動の取り組み 

（１）設置学科の概要 

学科名 学年 学級数 定員 
5/1 時点 

学生数 

3/31 時点 

学生数 
備考 

総合学科 

1 年 2 80 人 68 人 64 人 

2 年 2 80 人 58 人 54 人 

3 年 2 80 人 51 人 50 人 

合計 6 240 人 177 人 168 人 

調理師専科 

1 年 1 40 人 13 人 12 人 

2 年 1 40 人 13 人 13 人 

合計 2 80 人 26 人 25 人 

製菓製パン本科 

1 年 2 80 人 84 人 80 人 

2 年 2 80 人 71 人 71 人 

合計 4 160 人 155 人 151 人 

合計 12 480 人 358 人 344 人 
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（２）令和２年度卒業生の状況 

令和３年３月３１日現在 

学科名 卒業生 進学 就職 専門分野就業者予定 備考 

総合学科 50 人 32 名 18 名 総合学科のため未分類 ※就職は非正規雇用を含む

合計 50 人 32 名 18 名 

※高等課程は国家試験受験が発生しないため、「進学・就職」の項目を加えている。

学科名 卒業生 国家試験合格者 専門分野就業者予定 備考 

調理師専科 13 人 13 人 （100％） 13 人 （100％） 

製菓製パン本科 71 人 71 人 （100％） 63 人 （ 89％） 分野外へ 4 名就職 

合計 134 人 84 人 （100％） 76 人 （ 90％） 

（３）教育活動の実施状況 

 ＜高等課程 総合学科＞ 

・資格取得、検定試験合格等の実績

  〔授業内で全員が受験するもの〕（在籍者の取得率で集計） 

【日本語ワープロ検定 3 級】41 名合格(1 年生 66 名中)  取得率 62.1% 

【日本語ワープロ検定準 2 級】20 名合格(3 年生 50 名中) 取得率 40.0% 

【情報処理技能検定 3 級】19 名合格(2 年生 57 名中)   取得率 33.3% 

【被服製作技術検定４級】39 名合格(2 年生 58 名中) 取得率 67.2% 

【食物調理技術検定４級】41 名合格(2 年生 58 名中) 取得率 70.7% 

【保育技術検定４級】43 名合格(3 年生 50 名中) 取得率 86.0% 

【硬筆書写検定４級】56 名合格(1 年生 67 名中) 取得率 82.4% 

〔課外講座で任意に受講・受験するもの〕（受験者の合格率で集計） 

【日本語ワープロ検定 2 級】11 名合格(受験者 13 名)  合格率 84.6% 

【日本語ワープロ検定準 2 級】1 名不合格(受験者 1 名)  合格率  0% 

【日本語ワープロ検定 3 級】2 名合格(受験者 2 名) 合格率 100% 

【情報処理技能検定準 2 級】7 名合格(受験者 9 名) 合格率 77.8% 

【色彩能力検定３級】9 名合格(受験者 26 名) 合格率 34.6% 

【被服製作技術検定３級】9 名合格(受験者 12 名)  合格率 75.0% 

【食物調理技術検定３級】19 名合格(受験者 21 名) 合格率 90.5% 

【保育技術検定３級】9 名合格(受験者 10 名) 合格率 90.0% 

【秘書検定３級】5 名合格(受験者 26 名) 合格率 19.2% 

【漢字検定３級】3 名合格(受験者 15 名) 合格率 20.0% 

【硬筆書写検定 2･3 級】(申込者が規定人数に充たず開講せず) 

【介護職員初任者研修】(感染症対策の観点から開講せず) 

※課外講座において合格率が低い講座に関しては、受講前のガイダンスにおける講座内容の

理解度の不足や、講座の指導方法等について検討・改善が課題である。需要を優先し難易

度に関わらず続行するもの、本校生徒の適性・能力を優先し改編を要するものの峻別が必

要と考えている。
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・キャリア教育への取組状況

【関連実施行事】 

6 月 5 日(金)   進路説明会〔3 年〕  

7 月 3 日(金)   進学･就職ガイダンス(ウインクあいち)〔2 年生〕 

7 月 9～17 日 進路懇談会〔3 年〕  

7 月 14 日(火)  校内進学展(ブース形式学内 5 校、学外 8 校参加)〔全学年〕 

10 月 30 日(金)  キャリア講座〔2 年〕  

11 月 6 日(金) キャリア講座〔1 年〕

11 月 17 日(火) 学内進学・進学資金説明会〔1・2 年〕 

1 月 15 日(金) 校外進学展〔2 年〕  

3 月 2 日(火) ハローワークセミナー〔2 年〕

※レディネス検査、YG 性格検査などを学級単位で実施後、個別面談を実施〔全学年〕

【取り組みの概要】 

・上記行事を通じて 3 年生のみならず、1 年生からの早期のキャリアガイダンスの実施に近年は

努めている。こうした取り組みを通じて全生徒への職業意識の形成、進学における資金なども

含めた早期の準備開始、学内進学意欲の向上等を促し、希望進路の実現を図っている。

・日頃の学習内容とキャリア教育の効果的な連結を研究中である。本年度はカリキュラム上実施

しているすべての授業に対し、常勤教員、外部講師の別なく、「人間関係・社会形成能力」「自

己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」の 4 項目の中から、自

身の担当科目がどの項目の能力の向上に貢献するか検証してもらい、今後の授業のあり方を点 

検してもらった。今後はこの作業をさらに進捗させ、すべての授業においてキャリア教育の観 

点を取り込んだシラバスの作成に発展させる予定である。 

・実習・実技等の取組状況

・当初実施授業数の確保が懸念されたが、年間行事予定の柔軟な再構築により、実習時間を確保

し、最終的には大きく年間指導計画内容の変更、縮小をすることなく実施することができた。 

・学校行事への取組状況（〇=教育活動領域、△=保護者連携領域、□=広報活動領域）

【4 月】緊急事態宣言発出に伴う臨時休校期間(～5 月 24 日) 

△新入生事前登校

※中止・延期行事等…〇入学式(中止)、〇始業式(延期)、〇健康診断(延期)

〇歯科検診(延期) 

【5 月】〇登校日(1 年 5/13、2 年 5/14、3 年 5/15) 

〇始業式(5 月 25 日) 

※中止・行事等…〇校外研修(中止)、〇3 年進路説明会(延期)

【6 月】〇3 年生進路説明会(6 月 5 日) 

※中止・延期行事等…〇球技大会(中止)、〇生徒会役員選挙(延期、方法変更)

【7 月】〇2 年生進学・就職ガイダンス(7 月 3 日) 

〇健康診断(7 月 9 日/全学年) 

△3 年生進路懇談会(7 月 9 日～17 日)

〇校内進学展(7 月 14 日／全学年対象) 

〇高等学校スクーリングⅠ〔リモート形式〕（7 月 20 日～27 日） 

※中止・延期行事等…〇2 年生自然宿泊研修(中止) 〇保育園実習（中止）
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〇介護ボランティア活動(中止) 

【8 月】〇歯科検診(8 月 24 日) 

※中止・延期行事等…□第 1 回体験入学（中止）

【9 月】□第 2 回体験入学(9 月 5 日) 

△三者懇談会(9 月 23 日～28 日)

〇大掃除／地域清掃ボランティア(9 月 29 日) 

※中止・延期行事等…上級学校訪問(中止)

【10 月】□高等専修学校展〔対中学生〕(10 月 3 日) 

□高等課程合同説明会〔対中学校教員〕(10 月 14 日)

□第 3 回体験入学(10 月 17 日)

〇2 年生キャリア講座(10 月 30 日) 

※中止・延期行事等…文化祭(延期)

【11 月】〇1 年生キャリア講座(11 月 6 日) 

□第 4 回体験入学(11 月 14 日)

〇学内進学・進学資金説明会(11 月 17 日) 

□第 5 回体験入学(11 月 28 日)

※中止・延期行事等…〇体育大会(中止)

【12 月】〇芸術鑑賞会〔ミュージカル鑑賞〕(12 月 2 日) 

□第 6 回体験入学(12 月 5 日)

〇生徒会特別行事〔文化祭代替行事〕(12 月 11 日) 

□学校説明会(12 月 12 日)

〇高等学校スクーリングⅡ〔実地形式〕(12 月 14 日～17 日) 

〇大掃除／地域清掃ボランティア(12 月 18 日) 

※中止・延期行事等…〇1 年生普通救命講習（中止）

【1 月】 〇始業式／避難訓練(1 月 7 日) 

□入試事前相談〔対中学校教員〕(1 月 12 日～14 日)

〇2 年生校外進学展(1 月 15 日) 

□推薦入試(1 月 27 日)

【2 月】 □一般入試(2 月 3 日) 

〇3 年生大掃除(2 月 5 日) 

  〇2 年生修学旅行〔伊勢志摩、1 泊 2 日短縮実施〕(2 月 18､19 日) 

【3 月】 〇卒業証書授与式〔校内実施〕(3 月 5 日) 

〇新入生制服採寸〔推薦合格者〕(3 月 6 日) 

△三者懇談会〔任意〕(3 月 15 日～17 日)

  〇修了式／大掃除／地域ボランティア清掃(3 月 18 日) 

〇新入生制服採寸〔一般合格者〕(3 月 19 日) 

□中学 1.･2 年対象学校説明会(3 月 26 日)

10



＜専門課程 調理師専科＞ 

① テーブルマナー講習会

今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、６月に予定していた西洋料理のテーブルマナ

ー講習会は１月に延期をして実施した。ホテル側に広い会場を準備して頂いたり、席が密に

ならないように、また向かい合わせにならないように配置し、換気にも気を配って頂いたた

め、無事終了することが出来た。しかし、日本料理のマナー講習は残念ながら中止とし、体

験することが出来なかった。

② 店舗販売運営

２年生の後期の授業で販売実習を実施した。総合調理実習の時間にお弁当の販売に取り組ん

だが、コロナ禍で一般への販売は断念し、学内販売を行った。販売数量がなかなか伸びなか

ったが、12回の販売で 519食を売り上げ、２年生の学生の数を含めても１回平均が 56個とい

う状況で、目標の 100食には程遠い結果に終わった。初年度のこの経験を次年度に活かせる

よう改善を図りたい。

③ 卒業作品展

今年度は中止とし、実施できなかった。

④ 製菓衛生師試験（国家試験）対策

通信課程における授業内での学習段階では、多数の学生が合格ラインに達していなかった

が、担当教員の粘り強い課外授業での指導により、関西広域、愛知、三重と渡って全員合格

を達成することが出来た。

＜専門課程 製菓製パン本科＞ 

・資格取得、検定試験合格等の実績

国家試験対策の強化（教科目授業の充実、リカレント講習、課外授業） 

本学科は、国家資格である製菓衛生師の在学中取得に有効なカリキュラムを編成しているが、

平常時より、授業教科目に対する学生の理解度を計るための定期小テストとその結果に応じた

反復補習（課外）を徹底することで基礎力養成を支援し、８月には国家試験対策講座を開講し

て国家試験対策の強化に努めている。また、愛知県のみならず、他府県実施の国家試験も積極

的に受験することを勧め、希望者には個別指導も実施することで合格率 100％を達成した。 

・キャリア教育への取組状況

〇インターンシップ（校外研修実習） 

２年生の５月頃からの本格的に就職活動に備え、製造現場や販売現場での実習（労働体験）

を行うことで、より就職活動への意識を高め、就業先選択のミスマッチを無くすことを目的

に実施する予定であったが、本年度は新型コロナウイルス感染症対策により実施を見送り、

代わりに学内販売実習を行うことで補填した。 

〇卒業生懇談会 

製菓製パン業界での活躍を目指して入学する学生は、活躍「したい」業界は明確でも、「具体

的な将来像」を明確にできないまま時間が経過してしまうことも少なくない。 

本学科は、業界の諸先輩方の話を聞き質問できる機会を積極的に作り将来像の具現化を進め

ている。また、卒業生によって構成されるユマニテクスイーツ同窓会総会が本校を会場とし

て実施されていることを機に、卒業生たちに様々な質問をできる機会を設けている。学外研

修として、一般社団法人愛知県洋菓子協会主催の学生向け研修会への参加、インターンシッ
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プを２年次の４月に実施することによる就職活動への意識付けなど、卒業生の活躍こそが在

校生への見本や目標になるということを重要な点と位置付けている。学生の長期休業期間に

は、実店舗見学（レポート提出）を課題として設定し、学生同士で話し合い、クラス担任の

教員と共有しながら、学生の将来像と目的の具現化に対する促進支援に努めた。 

・実習・実技等の取組状況

一朝一夕には習得できないということを念頭に諦めない教育に注力した。また、本年度より開

始したスキルアップ実習により、基礎技術の反復練習を行うことができスキルレベルの底上げ

に成功したといえる。数年前より掲げてきた技術習得目標の達成度は年々向上している。 

・学校行事への取組状況

〇「保護者感謝会」 

１年間の集大成として、日頃より支え続けている保護者への披露と感謝をこめて実施。２年

生は自らの保護者と１年生に対して製品を提供し、保護者への感謝と在学生へのエールを込

めて取り組んだ。 

社会人として活躍をするそのスタートを切る前に、これまで支えて頂いた保護者を始めとす

るご家族の方々に感謝の気持ちを伝える機会として実施。 

本学の理念である「確かな技術」を製品に込め、「豊かな人間性」を感謝の気持ち、ありがと

うの言葉を伝えられる人間的に成長した学生の育成を狙いとしている。 

※他の行事においては新型コロナウイルス感染症対策を講じた結果、中止となった。

・その他

〇最優秀若手ブーランジェコンクール 

22 歳以下の若手パン職人を対象に行われる大会に参加。学生の部ではなく、年齢により区切

られる大会であるため、学生で本選に出場を果たすのは極めて困難。本学科の学生は過去 2

回とも本選（全国大会）に出場を果たしている。今年度は予選に 3 名が挑戦し、本選に 2 名が

残り、健闘した。 

（５）職業実践専門課程の実施状況について 

＜実施状況＞ 

自己点検・自己評価  令和 2 年 10 月 1 日 

学校関係者評価委員会 令和 3 年 3 月 18 日 

教育課程編成委員会  令和 2 年 11 月 19 日、令和 3 年 2 月 19 日 

※いずれも専門課程 2 学科合同開催として
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２．目標達成計画及び重点課題の達成状況 

（１）数値目標結果 

＜高等課程 総合学科＞ 

①入学定員 80 名の実現

【目標１】受験者総数 110 名以上（専願 70 名以上、併願 40 名以上）を目標値とする。 

【結 果】受験者総数 109 名受験（専願 83 名、併願 26 名）。併願受験者は目標値を下回ったが 

専願受験者は目標を大幅にクリアして、結果として専願生徒のみで入学予定者は 82 

名(1 名不合格)に達し、目標を達成することができた。併願生徒の歩留まりは 3 割強 

となり、最終的には 90 名の入学者となった。 

【目標２】男子生徒の入学比率 10%以上の実現(現状 7%弱) 

【結 果】全体で 19 名の受験があり、専願生徒のみで 12 名が入学予定となり目標を達成した。 

さらに併願生徒からの数名の入学があり、最終的に男子比率が 15.6%となった 

②退学率 5%以内の実現

【目 標】退学者数 1 年次 5 名以内、2 年次 3 名以内、3 年次 0 名を目標とする。 

【結 果】1 年次 4 名、2 年次 4 名、3 年次 1 名、計 9 名となった。本年度開始時の在籍生徒 

177 名に対し退学率は 5.1%となり、目標には少し及ばなかった。 

③生徒実員 190 名の実現（次年度生徒募集結果を踏まえて）を目標として

【結 果】・入学者 90 名、2 年進級 64 名、3 年進級 54 名を加え、208 名を達成。 

④進路：進学率 70％、就職率 30%、学内進学率 30%以上(本年度においては 12 名以上)を、就職

内定率 80％を目標として 

【結 果】進学率 64%(32 名)、就職率 36%(18 名)の結果となった。 

学内進学率 44%(14 名)、就職内定率 100%(希望者に対して) 

・進学の比率については目標と差異はあるが、進学者における学内進学率については

44%と目標を大きく上回った。就職内定率についても 100％と目標を大きく上回った。 

＜専門課程 調理師専科＞ 

①入学者数 75％以上を目指す

３年目の募集でまだまだ届かない数字だと思っていたが、75％を上回る入学者数になった。

コロナ禍でオープンキャンパスやガイダンスの実施が出来ず、受験生との接触がない中で、

インスタライブやＹｏｕＴｕｂｅ動画を作製したりしてあの手この手で頑張ってきた結果だ

と思う。次年度は、更に上を目指して努力する。 

②退学率０％を目指す

初年度入学の１期生は、13人の入学で 13人を卒業させることが出来た。１年次は様々な要因

で、脱落者を出すような危機的状況もあったが、何とか乗り越えられた。しかし、２期生に

おいては、コロナ禍で４月からの順調なスタートが切れなかった事も影響し、夏までに１名

の退学者を出してしまった。

③調理師免許・製菓衛生師免許の取得 100％を目指す（2020年度以降）

１期生においては、調理師免許・製菓衛生師免許とも全員取得が達成出来た。

④卒業後３年以内の転業率 20％以下へ（2023年度以降）

コロナ禍で採用を見合わせる企業が多く、卒業後３年以内での転職はあるかも知れないが、

１期生には他業種へ転業する者はいないであろうと期待する。
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＜専門課程 製菓製パン本科＞ 

項目／担当 目標／結果 

学生募集 目標：入学者数：80名  

結果：入学者数 83名（達成率 103.8％） 

1 学年主任 

1 年 A クラス担任 

目標：製菓衛生師試験合格率 100％ 

結果：製菓衛生師試験合格率 100％（71/71 名） 

教務担当 

1 年 A クラス副担任 

目標：学年退学者 0名 

結果：学年退学者 4名 進級率約 95.2％ 

1 年 B クラス担任 目標：担任クラス退学者 0名、令和 3年度入学数者 80名 

結果：担任クラス退学者 2名、令和 3年度入学者数 83名 

2 年 A クラス担任 目標：進路決定率 100％ 

結果：進路決定率約 93.0％（66名/71 名） 

2 学年主任 

2 年 B クラス担任 

目標：進路決定率 100％、学年退学率 0％ 

結果：進路決定率約 94.4％（67名/71 名）、学年退学率 0％（0/71名） 

教務補佐 目標：担当授業の再試験率 5％以下 

結果：担当授業の再試験率 5％ 

実習助手 目標：製菓実習試験 再試験対象者 0名（学年） 

結果：製菓実習試験 再試験対象者 1名（学年） 

目標：担当科目欠席率 5％以内 

結果：担当科目欠席率 4.5％ 

目標：商業ラッピング検定 3 級合格率 100％（2学年） 

結果：商業ラッピング検定 3 級合格率約 93.0％（63/71名） 

目標：１学年進級率 100％（在校生に対して） 

結果：1学年進級率 100％ 

（２）目標達成計画／重点課題の実施状況・結果 

＜高等課程 総合学科＞ 

①新校名の認知拡大、学内進学等のアピール、訪問校数(250 校以上)の増加

前年度までは校名変更により、旧校名時代から継続する需要の喪失と学習内容が変更したかの

ような誤解が生じている反応もわずかながら見受けられたが、中学校訪問の質的向上に取り組

むことにより、新校名の認知が高まると同時に、「総合学科」であること、「男女共学」となっ

たこと、「学内進学」を推進していることなども浸透し、受験者、入学予定者の大幅な増加に

つなげることができたと考えている。ただし目標としていた訪問校数 250 校以上については、 

コロナ禍により訪問時期や回数を慎重に制御せざるを得ず、184 校に留まった。次年度は収束

状況を見据えながら目標校数に近づけさらに中学校へのアピールを量的にも強めたい。 

②体験入学の内容の改善、参加者の増加

コロナ禍の影響で第 1 回を中止とせざるを得ず開催回数が減ったこと、参加申し込みにも中学

校側、生徒側に例年にない慎重さが見られたことなどにより、参加者数は目標を達成できなか 

った(目標 300 名、参加者 258 名)。一方で保護者の参加率の飛躍的な増加(84%､218 名)、参加 

者アンケートにおける早い段階からの第１希望率の増加などから、例年以上に本校に的を絞っ 
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た参加者が多く、それらが最終的に受験者の増加、入学予定者の増加にはつながったと考えら 

れる。実施内容については立案の段階から全教員が関わるようにし、これまでにない体験実習 

を加えたり、学校説明にも多くの教員がより主体的な姿勢で関わることができたので、それら 

も募集結果の向上に寄与したと思う。また、本年度末には本校初の取り組みとして、中学 1･2 

年対象の学校説明会も実施し、早い段階からのアピールに努めており、次年度も 3 年生対象の 

ものと並行して実施する予定であり、連続性のある広報活動を強めていく予定である。 

③退学率の抑制

本年度退学率は 5.1%となり、結果として数値目標にも掲げた「5%以内」には及ばなかったも

のの、それに近い数値で抑えることができた。

本年度はコロナ禍の影響により始業が 5 月下旬にまでずれ込み、生徒の学校生活への影響が懸

念されたが、特に前期においてはむしろ例年以上に欠席率、遅刻率が少なく、後期に多少の崩

れが見られたもの、課題を抱える生徒への対応に的を絞ってより適切かつ丁寧に行えたことが

生徒の学習意欲の維持、学校生活の安定につながったと考えられる。個々の生徒の情報や指導

方針の教員間での共有も例年以上に丁寧に行えたと思う。

④学内上級学校との連携と学内進学率の向上

学内上級学校のオープンキャンパス参加の積極的促し、本校進学ガイダンスへの学内上級校の

招へい、専門課程による特別実習の実施などにより、学内進学の意識向上に年間を通じて務め

た。結果として数値目標にも掲げた学内進学率 30%以上を 44%とすることができ、1･2 年生の

進路希望調査においてもこの結果と同等かそれ以上の数値を現状は獲得できている。また本校

受験者動向においても、中学 3 年時点で学内進学を視野に入れた出願者が増加してきており、 

進路指導・募集広報活動の両面において結果が出始めている。同種他校への流出も最小限に抑

えることができている。既存の取り組みに加え、さらに新たな取り組みを模索することでさら

なる向上を図っていきたい。

⑤教員の資質向上のための研修機会の増加、内容の充実

コロナ禍の影響により、年度当初の教員の在宅勤務や始業の遅れによる授業や学校行事の実施

の圧迫により十分な日程が確保できず、セミナー形式の研修の増加は図れなかったが、専門課

程との合同による研修会を実施した。（文書作成講習、広報活動内容の共有など）また、課程の

枠を超えた教員間の授業参観を実施し、授業技術の向上や日頃の学習活動内容の相互理解の向

上に努めた。次年度はさらに計画的に機会を増やしたい。（研究授業の実施など）

＜専門課程 調理師専科＞ 

①学内での魅力のある授業には精力的に取り組んだが、興味を持つような行事やオープンキャ

ンパスは実施出来ていない。学外での高校訪問や各種ガイダンスへの参加は、思うようにな

らなかった。 

②個別面談を実施しての教員間での情報共有を図り、学生たちの悩みや問題の早期解決を目指

すことに努めた。更に小集団での協調性を養い、進級・卒業を達成した。

③疑問やつまづきに対応できる体制を築くことは、時間や教員数から考えると難しい面もある

が、単位習得や国家試験合格に向けて努力をさせて達成した事で、自己に自信を持たせるこ

とが出来たと思われる。

④調理製菓の分野以外の他業種に転業してしまう可能性はないとは言えないが、業界の魅力や

やり甲斐をしっかりと伝えてきたつもりである。
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＜専門課程 製菓製パン本科＞ 

  ①退学者の防止（退学率の逓減） 

近年の学生は価値観や志向が多様化しており、画一的な指導では対応が不十分となるため、 

定期的に、状況に応じて「個別」面談を行い、一人ひとりの個性を伸ばす指導を重視している。 

また、学生の進路選択は、保護者の意向が反映される要素もあり、特に「就業先」は、学生と保

護者との意向が異なるケースが増えてきているため、保護者との「個別」面談、就業先の業界理

解を促進し、学生にとってより良い進路決定に繋がるように取り組んでいる。 

  ②将来像と目的の具現化 

製菓製パン業界での活躍を目指して入学する学生は、活躍「したい」業界は明確でも、「具体的な 

将来像」を明確にできないまま時間が経過してしまうことも少なくない。 

本学科は、業界の諸先輩方の話を聞き質問できる機会を積極的に作り将来像の具現化を進めてい

る。また、卒業生によって構成されるユマニテクスイーツ同窓会総会が本校を会場として実施さ

れていることを機に、卒業生たちに様々な質問をできる機会を設けている。学外研修として、一

般社団法人愛知県洋菓子協会主催の学生向け研修会への参加、インターンシップを 2 年次の 5 月

に実施することによる就職活動への意識付けなど、卒業生の活躍こそが在校生への見本や目標に

なるということを重要な点と位置付けている。学生の長期休業期間には、実店舗見学（レポート

提出）を課題として設定し、学生同士で話し合い、クラス担任の教員と共有しながら、学生の将

来像と目的の具現化に対する促進支援に努めている。 

以上 
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令和２年度 事業報告書 

名古屋ユマニテク歯科衛生専門学校 

校長 服部 正巳 

事業報告にあたって 

 学校法人大橋学園は、昭和 14 年「ツルー洋裁学院」として開校し、「精和学園文化・ファッション専門学

校（のち精和総合文化専門学校）として、女子の社会的自立のための職業教育を基盤として地域社会の発

展に寄与してきた精和学園を引き継ぎ、現理事長である大橋正行が新たに「地域を支える次世代を社会に

送り出す」を建学の精神として、平成 17 年（あいち大橋学園）に設置した名古屋ユマニテク歯科医療専門

学校 歯科衛生学科（現名古屋ユマニテク歯科衛生専門学校）は、開校から 16 年が経過し、地域職業教

育の一端を担っている。 

また、建学の精神と「豊かな人間性と確かな技術」という教育理念に基づき、より高いレベルの「技術教育」

と「人間教育」に邁進している。 

令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大により対面授業が困難になり、講義形式の授業を遠隔授業に

て実施した。手探り状態ではあったが、無事にカリキュラムを終える事が出来た。また、継続的な課題であ

った退学率については、新しい取り組みである入学前プログラム、基礎学力リサーチを実施し、指導が必

要な学生に対し早期に対応する事で、大幅に低減する事が出来た。学生募集面においても、令和３年度

入学生の入学定員充足が出来た。今後も、教育の質・学生の質の向上、選ばれる学校を目指し邁進して

いきたい。 

Ⅰ．基本方針について 

１．教育方針 

①歯科衛生をめぐる多様なニーズが期待されている中、基礎科目を基盤として歯科口腔衛生に関する高度

な専門知識と技術を習得させる教育を目指す。

②社会の動向と時代の要請に対応出来る実践力と、人の心の痛みがわかる豊かな人間性と社会性を備

えもつ医療人の育成を目指す。

③他の医療職種と連携して、地域における歯科保健医療の向上に貢献できる歯科衛生士の育成を目指

す。

２．教育目的 

① 専門的知識と技術及び科学的な思考力を統合した実践力の育成

② 高い使命感と倫理観を持った人間性豊かな医療人の育成

③ 医療人としてのコミュニケーション能力の育成

３．主な教育・研究の概要 

（１）入学者の受入れに関する方針（アドミッションポリシー／求める人物像） 

① 人や社会、医療に関心を持っている人

② 歯科衛生士を目指す上で入学前から高いモチベーションを備え、入学後にも探究心を持ち、主体

的かつ柔軟な思考で取り組むことができる人
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（２）教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラムポリシー） 

歯科衛生士学校養成所指定規則に基づき、体系的に学修できるよう基礎分野・専門基礎分野・専門分

野・選択必須分野を中心として、講義・実習(学内・学外)科目の配置を行っている。 

本校は「職業実践専門課程」の認定を受けており、職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成する

ことを目的として、企業等と連携して、実務に関する知識、技術及び技能について組織的な教育を行う。

主体的な問題解決能力、人間・社会に対する理解やコミュニケーション能力を養えるように科目を配置

している。 

授業計画（シラバス）については、授業概要、授業終了時の到達目標、授業計画（毎回のテーマ及び

内容）、評価方法、使用教科書・教材を記載しており、入学年度及び各進級年度に学生に配付し、積極

的に活用するように指導している。 

（３）卒業の認定に関する方針（ディプロマポリシー） 

カリキュラムポリシーに沿って設定した全ての科目を修得し、学則及び卒業判定規程にある下記

の卒業要件を満たしたものに専門士(医療専門士)を授与する。 

・歯科衛生士業務を行うにふさわしい知識、技術及び人格を備えていること。

・本校の定める全ての授業科目、及び実習の出席率を満たしていること。

・授業料等学納金が完納されていること。

・卒業試験に合格していること。

４．教職員の行動指針 

・学校力 … 教職員が一丸となり、学生を指導支援する。

・教師力 … 専門性を発揮し、分かる・身につく授業をする。

・人間力 … 学生の豊かな人間性と社会性を養う。

Ⅱ．令和２年度 事業報告 

１．学校運営と教育活動の取り組み 

（１）設置学科の概要 

学科名 学年 学級数 定員 
5/1 時点 

学生数 

3/31 時点 

学生数 
備考 

歯科衛生学科 

1 年 3 120 人 125 人 119 人 

2 年 3 120 人 102 人 100 人 休学者 3 名含む 

3 年 2  80 人  71 人  69 人 

合計 8 340 人 298 人 288 人 

（２）令和２年度卒業生の状況 

令和３年３月３１日現在 

学科名 卒業生 国家試験合格見込者 専門分野就業者予定 備考 

歯科衛生学科 69 人 67 人 （97.1％） 69 人 （100％） 

合計 69 人 67 人 （97.1％） 69 人 （100％） 

18



（３）教育活動の実施状況 

・資格取得、検定試験合格等の実績

初年度教育から基礎学習と並行して、国家試験に準じた問題も取り入れた。

3 年生春からは国家試験対策として、模擬試験を計 8 回実施、11 月からは総合基礎講座を受け、

その後は、学習低迷者の洗い出し、個別指導、学生間のグループワーク等を繰り返し、学生意識

の強化と成績アップを図った。

・キャリア教育への取組状況

入学前の取り組みとして「入学前プログラム」を受講させた。多くの入学者が受講し、入学前に

学習習慣を身につけること、歯科衛生士についての理解を目的として行った。

このプログラムの実施効果として、例年より入学後の学修に取り組む姿勢が向上したと感じ、引

き続き、入学前プログラムを実施していく予定である。

・実習・実技等の取組状況

学内実習・実技については、各単元の到達目標・行動目標を学生に明示し、事前学習・授業・振り返りを

学生が能動的に思考し、技術習得の向上を目指した。項目ごとのチェック習得表を活用し、教員や他の

学生からの他者評価と自己評価を照らし合わせ、技能の向上を目指した。

学外実習については、2 年次秋期～冬期、3 年次春期～秋期と実施している。実習指導者による評価を

実施し、評価・コメントを学生にフィードバックし、次回の実習課題として指導した。

・学生の生活支援

4・5月の期間は、書面郵送や学生アプリ(Myid)を活用して、学校や個々のクラスとして学生とコミュニケー

ションを図った。各学年・担任による学生個人面談を対面登校開始後の 6 月より実施した。学校生活や

学習状況の把握に加え、コロナ渦での生活を踏まえて健康管理、学校外のアルバイト状況等適宜に指

導した。 

・学校行事への取組状況

入学式 … 学外会場での実施は中止し、遠隔(オンライン)で校長より「入学祝いの詞」を伝えた。

春のレクリエーション(学外活動) … 1・2年生は中止となる。

変わりに、秋にテーブルマナー研修を実施した。 

    春のレクリエーション(学外研修) … 3年生は時期を変更して、秋に国家試験祈願と歯科関連 

工場見学を実施した。 

スポーツレクリエーション … 全学年を対象に体育館で実施予定であったが、中止となる。

    海外研修(アメリカ・ハワイ州) … 希望者を対象に実施予定であったが、渡航困難により中止となる。 

    卒業式 … 学校校舎にて、卒業生と教職員で実施した。 

（４）職業実践専門課程の実施状況について 

教育課程編成委員会 

第 1 回目 令和 2 年 11 月 19 日(木)実施 

第 2 回目 令和 3 年 3 月 18 日(木)実施 
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学校関係者評価委員会 

第 1 回目 令和 3 年 3 月 18 日(木)実施 

関係者評価委員会、教育課程編成委員会等の実施記録（議事録等）添付（該当部門のみ） 

自己点検評価 

２．目標達成計画及び重点課題の達成状況 

（１）数値目標結果 

・歯科衛生士国家試験の100％(71名中71名)合格

卒業生全員の合格を目指す。

→ 休学・退学者がいたため、現役受験者は69名の受験となった。国家試験の問題傾向が変わ

り、67名の合格者となった。合格率は97.1％。

・退学率を5％以下(14名以下)へ

1年次の退学者の低減が重要と捉えてはいるが、更に2，3年次の退学者を出さないように支援する

ことで低減を目指す。

→ 入学前プログラムなどを実施した効果もあり、1年次の退学率を大幅に下げることが出来た。

１年生：6名、2年生：2名、3年生：2名の計10名となり、退学率は3.5％。

・入学定員120名充足

学びたい学校として、選ばれることへの外部発信を積極的に行っていく。

→ 計画通り広報募集を進め、令和 3 年度の入学定員を充足させることが出来た。

（２）目標達成計画／重点課題の実施状況・結果 

・国家試験対策を春より実施し、学生意識の強化と成績アップを図る。

→ 学習面で難しい学生を、大幅に成績をアップさせることが出来た。

・退学者低減に向け、学生への早期個別指導(学習面及び生活面)を行う。

具体的には、入学前に学習習慣をつけるための入学プログラムを実施する。

入学後すぐに基礎学力リサーチを実施し、結果を数値化し早期に指導すべき学生の洗い出しを行

う。また、担任及び学年主任と連携し、学生の小さな変化へ早期に対応する。

→ 1年次の退学率を目標数値まで下げることが出来た。

・教員の自己評価と教員間の情報の共有を図る。

→ 適宜、面談行い指導を行い、朝礼等で情報共有をしっかり行った。

・各研修会・学会へ参加し、教員の研鑽を図る。

→ コロナ禍で対面の研修が中止になったが、オンラインでの実施の研修に関しては参加し、

研鑽を積み増した。

・学生教育の充実を考慮した基礎実習室の有効活用を行う。

→ 5階実習室の設備を活かし、特に保健指導の授業に活用した。

・臨床の実際、現場等の第一線の関係者による授業を取り入れるなど、実践的な職業教育を心がけていく。

→ 歯科以外にも、臨床で活躍しているコメディカルの講師を招いて、授業を実施した。

・意欲を持ち目標意識が明確な学生を確保する為のガイダンス・オープンキャンパスを実施する。

→ 令和3年度入学生のレベルを上げるだけでなく、定員を充足した。

以上 
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令和２年度 事業報告書 

ユマニテク短期大学

学長 鈴木 建生

事業報告にあたって 

 昨年度末からコロナ感染防止の緊急対応を迫られ、様々な混乱が生じる中で、4・5月の休業期間中は

課題対応の遠隔授業等、変則的な授業方法と時間割を策定せざるを得なかった。本学に於いては学修課

題を双方向的に実施するなかで、教育の質を保障できたと考えている。また、多くの高等教育機関が全

面オンライン授業という中で、６月から、対面授業を敢行した。感染防止のために取りうる対策を十二

分に徹底し、分散登校の形をとった。この間においては教学課を中心とし、全学が一体となって課題対

応をすることができ、後期は平常の全面対面授業を実施することができた。また、学生のみならず、教

職員に感染者を一人も出すことがなかったことは幸いであった。 

 教育理念の進化・深化をめざして、昨年度から本学の「らしさ」を明文化するために研修を実施。「豊

かな人間性と確かな技術」という教育理念をさらに具体化し、自らの日常的な行動に落とし込めるもの

を探究した。しかしながら、具体的な行動目標を共有できるところまでは至っていない。引き続き、来

年度もコロナ禍における「豊かな人間性と確かな技術」という教育理念を探究していく。 

 教学マネジメントについては「大学がその教育目的を達成するために行う管理運営」の謂いであるが、

大学の内部質保証の確立にも密接に関わる重要な営みである。到来している予測困難な時代にあって、

学生たちは卒業後も含めて常に学び続けていかなければならない。学生自身が目標を明確に意識しつつ

主体的に学修に取り組むこと、その成果を自ら適切に評価し、さらに必要な学びに踏み出していく自律

的な学修者となることが求められている。本学においては専任教員を中心にコロナ禍においても対話的

で協同的な学びを実現する授業実践が徐々に展開されつつある。また、ほとんどの授業ではリフレクシ

ョンシートを活用し、授業の振り返りを行っている。次年度はさらに充実したものにしていきたい。保

育者の養成施設として、人材を輩出することは当然のことながら、自律した主体的な学修者として、生

涯にわたって学び続け、成長していける保育者を育成していくことが課題としてあげられる。 

経営マネジメントについては事務局組織の体制整備と教員構成の再編を手掛けた。事務局員の削減、

教員構成の見直しを実施し、次年度に向けて、経営安定の足掛かりとなるように計画した。仕事が一つ

の部門に偏らないように、課を超えて全員が相互支援出来るような仕組み整え、個々の事務職員の姿勢

を喚起した。事務局長体制を事務長・事務次長という体制に改変し、教職協働の組織体制を編成するこ

とができた。 

定員充足の目標については目標の 80名に対して、離職者訓練生の５名を含めて 61名という結果であ

った。コロナ禍において、十分な広報活動が行えなかったという事情はあるものの、惨敗であった。そ

の原因についてはオープンキャンパスへの動員数が減少したこと。従って本学の強みをアピールできな

かったこと。本学に対する誤った情報が流されたことなどがあげられる。総じていえば、根本的に本学

に対する信頼度がまだまだであることの証左であると認識している。信頼度を上げるには、すべての教

育実践において「さすが、ユマニテク短期大学」と言われるような実績を積む以外にない。また、正し

い情報を確実に高校生や保護者も含めた地域にあらゆる手段を通じて伝え続ける必要がある。 

離職者訓練生の募集については５名定員のところに 10 名の応募があった。また、本年度に入学した

離職者訓練生の学修姿勢が極めて優良なことから、本学の教育の質を高める効果をあげていることを付

け加えたい。 
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キャリア支援については、丁寧な個別支援を通して、地域の施設から信頼を得ている。コロナ禍にお

いて、外部の就職説明会がほとんど中止のなか、７月に本学独自の「学内保育セミナー」と称して、30

余りの施設に来ていただき、ブース形式の説明会を開催することができた。1、2年生全員が参加し、ま

たとないキャリア支援の場とすることができた。また、公務員試験合格者も着実に出てきている。所在

地である四日市市にも公務員合格者が出た。 

今後ともご指導とご支援を賜りたい。詳細については以下の通りである。 

1．建学の精神

「地域を支える次世代を社会に送り出す」 

2．教育理念 

「豊かな人間性と確かな技術」 

3．めざす人間像 

「豊かな人間性」を身につけていること。 

「確かな技術を」を身につけていること。 

4．3 つのポリシー 

（１）ディプロマポリシー 

現場に即した保育者になるため、教育課程（教養科目および専門教育科目）の学修を通して科目の単

位を修得し、学則に規定する卒業に必要な単位を修得した者に学位を授与する。 

卒業認定の際に獲得していることを求める学修成果は次のとおりである。 

➀乳幼児期の子どもに対する実践的指導者としての確かな知識及び技術を修得し、変化する状況に

も主体的かつ柔軟に対応することができる。

➁子どもや家族・地域社会の人々とのコミュニケーションを図るために必要な知識及び技術を修得

している。

➂子どもや家族、地域社会をめぐるニーズや諸課題に対して、自分なりの考えをもち、それを表現

し、その課題解決のために積極的に行動することができる。

（２）カリキュラム・ポリシー 

〇教養科目 

 「地域を支える次世代を社会に送り出す」という建学の精神を深めるための科目や、自らの人間性を

深めたり世界観を広げたりできるように科目を設置している。 

➀人間性や職業観に関する科目

「心理学」「キャリアデザイン」等

➁言語や情報に関する科目

「外国語コミュニケーション」「情報処理」等

➂健康と保健体育に関する科目

「人間と健康」「スポーツ・レクリエーション実技」
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〇専門教育科目 

 教育理念である「豊かな人間性と確かな技術」を体現する者として、自ら考え、主体的に行動できる

保育者を育成するため、理論と実践をバランス良く学ぶことができるように以下の科目を設置している。 

➀保育や幼児教育の目的や子どもを取り巻く社会の現状について学ぶ科目

「保育内容総論」「子ども家庭福祉」等

➁保育や幼児教育の対象となる子どもと家族について理解を深める科目

「子ども家庭支援論」「障がい児保育」等

➂保育や幼児教育を実践するための方法や技術を修得する科目

「保育指導法」「教育相談」等

➃保育や幼児教育をめぐる諸問題について倫理的に考え表現する方法を修得する科目

「保育・教職実践演習」「ゼミナール」等

➄保育や幼児教育について現場で他者とコミュニケーションをとりながら実践的に学ぶ科目

「保育実習」「幼稚園教育実習」等

（３）アドミッション・ポリシー 

本学は、建学の精神に定める人材を育成するために、本学での学修に対する目的や意欲をもち、高等

学校までの学習及び経験を通じて基礎的な知識を修得し、身近な問題について自ら考え、その結果を表

現できる力を身につけて入学してくるように、下記のことを求める。 

このような入学者を適正に選抜するために、多様な選抜方法を実施する。 

◎高等学校の教育課程を幅広く修得している。

◎自らの意思を明確に表現し、他者との円滑なコミュニケーションを図ることができる。

◎学びたい学科で学修した知識・技能や態度を、地域社会で活かそうと考え、将来、保育者として

従事したいという強靭な目的意識をもっている。

◎自ら主体的に課題設定が可能で、その課題に前向きかつ持続的に取り組んでいこうという意欲を

入学前からもっている。

◎高等学校までに、部活動、ボランティア活動、資格・検定の取得等に、積極的に取組んだ経験が

ある。

5.学生在籍数

学科名 学年 学級数 定員 
5/1 時点 

学生数 

3/31 時点 

学生数 
備考 

幼児保育学科 
1 年 2 100 人  65 人  58 人 

2 年 2 100 人  59 人  59 人 

合計 4 200 人 124 人 117 人 

6.三重県委託事業採択 (受託事業費 4,999,999円)

・放課後児童支援員認定資格研修

四日市会場：10 月 4 日～11 月 22 日  計 4 回 109 人受講 

津会場  ：9 月 27 日～11 月 8 日 計 4 回 95 人受講 

名張会場 ：10 月 11 日～11 月 15 日  計 4 回 36 人受講 
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・放課後児童支援初任者研修

伊勢会場 ：10 月 13 日 28 人受講 

四日市会場 ：10 月 20 日 55 人受講 

・放課後児童支援資質向上研修

伊勢会場  ：10 月 22 日 52 人受講 

四日市会場 ：11 月 5 日 66 人受講 

・子育て支援員研修

四日市会場 ：10 月 10 日～12 月 35 人受講 

7.三重県委託訓練生受入（受託事業費 5,940,000円）

・保育士養成科生徒として 5 人の受入

8.監事監査

＜第 1 回＞

日  時：令和 2 年 9 月 11 日（金）13:30～15:00 

立 会 者：監事 矢野 範子 

学務部次長  黒田 貴司 

総務課   和田 実名子 

応 対 者：杉本、北村、長谷川（記録） 

内 容：１．学生生活に関する状況について 

２．教授会の開催日数、教授会議事録・稟議書の確認について 

３．コロナ感染拡大による前期授業の実態について 

４．学生意見箱に投函された要望事項の確認と実行の有無 

５．学生の授業料延納、滞納、コロナの影響について 

＜第 2 回＞ 

日  時：令和 3 年 1 月 19 日（火）14:00～16:00 

立 会 者：監事   島岡 雅之 

学務部次長  黒田 貴司 

総務課   和田 実名子 

応 対 者：杉本、山本、田村、長谷川（記録） 

    内 容：１．学生募集や就職状況について 

２．教授会、運営委員会等の議事録や審議事項の確認、稟議書の確認について 

３．退学者、授業料延納等について 

４．コロナの影響について 

５．教授会への出席 
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9.監査室監査

＜第 1 回＞

日 時：令和 2 年 9 月 2 日  9：30～12：00 

監査対応者：監査室長 藤井 信雄 

学務部次長 黒田 貴司 

総務課 和田 実名子 

応 対 者：杉本、北村、西田、長谷川（記録） 

＜監査目的及び評価＞ 

 学校会計簿外の「学生会費」、「同窓会費」、「教職員会費」、「女子バレーボール部決算」につい

て、監査が行われた。決算書等を確認し、適正に運用されているとの評価を得た。 

＜第 2 回＞ 

日 時：令和 3 年 1 月 13 日 10：00～12：00 

監査対応者：監査室長 藤井 信雄 

学務部次長 黒田 貴司 

総務課 和田 実名子 

  応 対 者：鈴木学長、杉本、山本、長谷川（記録） 

＜監査目的及び評価＞ 

「研究費規程」に基づき、各教員の研究費の執行状況について、昨年の是正報告書の内容が

着実に履行されているか、今年度研究費から購入したものの現物確認や、管理方法について

監査が行われた。昨年度の内部監査での指摘事項の改善が、今年度の計画書に基づき予算執

行されているか確認された。藤井監査室長から教員の研究成果報告について、ホームページ

から研究内容を確認できるようになったが、研究成果の見える化、成果の著しい教員への増

額の検討などを行っていくことができると良いのではないかと助言をいただいた。 

10.入試広報委員会(学生募集活動関連)

令和３年度生を迎えるための学生募集活動を、３月から入試広報課を中心に行った。入試広報委員会

を 17回（判定会議を含む）開催し、その決定に基づき高校訪問、校内・会場ガイダンス、オープンキャ

ンパス、その他学生募集に尽力した。各活動詳細については以下の通り。

① 入試

・入試区分別では 61 名の入学者中、総合型選抜（旧ＡＯ入試）23 名、学校推薦型選抜（指定校推薦入

試 23名、公募制推薦入試 2名）内部推薦進学 6名、一般選抜 2名、委託訓練生 5名であった。

・地域別入学者数は下記表 1の通りとなった。

【表１】 

地域 市郡 入学者数 

北勢 桑名、員弁、四日市、菰野 33 

中勢 鈴鹿、亀山、津、松阪、多気 14 

南勢 伊勢、志摩 7 

伊賀 伊賀、名張 2 

県外 愛知、奈良 5 

合計 61 
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また、男女別では男子 6名（10％）、女子 55名（90％）であった。 

なお、61名の入学者中、高校現役入学者は 56名、既卒者は 5名という結果であった。 

② 上記 61名中、奨学金・スポーツ奨励金等、本学独自の奨学金制度該当者は表 2の通りである。

【表２】 

奨学金種別 

入試別 

一般奨学金 学園内奨学金 特別奨学金 特待生奨学金 スポーツ奨励金 遠隔地制度 

130,000 円 100,000 円 50,000 円 100,000 円 150,000 円 200,000 円 200,000 円 50,000 円

総合型選抜 4 5 4 1 1 1 

指定校推薦 22 1 2 1 

内部推薦進学 6 

一般 1 

小計(人) 22 4 5 6 5 2 3 2 

合計(人) 44 5 

＊この他内部推薦進学入試で受験した 6名は、入学金 280,000円と検定料 30,000円の減免制度に該当。 

＊スポーツ奨励金 3名、遠隔地サポート制度 2名は奨学金と併せて受けている。 

③ オープンキャンパス

【表３】 

オープンキャンパスの実施回数は上記表 3の通り全 7回であった。コロナ禍のために前半の３月から

５月までの企画が中止になってしまい、高校生に直接本学の良さをアピールする機会が減ってしまった

のは大変残念であった。また、今年度は「個別相談会」を２回実施するとともに、入試対策講座を２回

実施した。８月は人数も多く集まり、出願にもつながったが、２回目は時期が遅く低調に終わってしま

った。 

今年度は時期や実施方法も含めて出願者の増加につながるように検討を加えて実施する予定である。 

1 月末日までの総動員人数は 208 名で昨年に比べて半減した。実施回数もさることながら、高校生や

高校側もコロナ禍の感染を恐れて参加を控えたのが大きく影響した。 

オープンキャンパスも個別相談会も、他大学・短大より比較的多く実施し、内容も充実したものにな

るように心掛けたが、本学にとってオープンキャンパスの参加が生命線であることを改めて思い知らさ

開催日 開始 イベント名 出席数 （実人数） 高校3年 （実人数） 高校2年 （実人数） 高校1年 （実人数）
OCに参加し、出願
が無かった３年生

出願率（実人数／
出願者数（実人数
-出願が無かった3
年生））

2020/06/07 10:00 6/7オープンキャンパス(AM) 21 21 21 21 0 0 0 0 13 38%

2020/06/07 13:30 6/7オープンキャンパス(PM) 11 11 11 11 0 0 0 0 4 64%

2020/07/12 13:30 7/12オープンキャンパス 30 25 27 22 2 2 1 1 12 45%

2020/07/19 10:00 7/19オープンキャンパスAM 23 19 16 12 2 2 5 5 7 42%

2020/07/19 13:30 7/19オープンキャンパスPM 17 13 9 5 5 5 3 3 3 40%

2020/07/23 10:30 入試対策講座 27 9 26 9 1 0 0 0 4 56%

2020/08/18 13:30 8/18オープンキャンパス 15 13 7 5 5 5 3 3 3 40%

2020/08/21 10:00 8/21オープンキャンパスAM 10 8 8 6 1 1 1 1 5 17%

2020/08/21 13:30 8/21オープンキャンパスPM 8 5 5 3 0 0 3 2 3 0%

2020/09/12 13:30 9/12オープンキャンパス 20 14 11 5 9 9 0 0 2 60%

2020/09/22 10:30 第2回入試対策講座 1 1 1 1 0 0 0 0 0 100%

2020/10/11 13:30 10/11個別相談会 3 3 3 3 0 0 0 0 1 67%

2020/11/07 13:30 11/7個別相談会 3 1 0 0 3 1 0 0 0

2020/12/06 13:30 12/6オープンキャンパス 19 12 5 3 14 9 0 0 1 67%

208 155 150 106 42 13 16 15 58 48%

(※実人数54)

合計
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れた。高校 3年生と既卒者の延べ人数は 164名（実人数 104名）であった。委託訓練生を除く入学予定

者を 54名とすると、オープンキャンパス参加者の 51.9％が入学に結び付いたことになる。昨年は 45.6％

であり、単純には比較できないが約 6％のポイント増になっていることを考えるとコロナ禍によるオー

プンキャンパス中止は非常に残念であった。来年度は高校訪問の頻度を増やすとともに、SNS を通じて

の参加者募集など、Z世代と言われる高校生たちの感性にフィットするような募集の仕方に改善したい。

オープンキャンパスの内容そのものも満足感を高められる工夫をしていく。

今年度も、毎回、実施後に反省会を開いて改善事項を出し合った。

④ 会場・校内ガイダンス

2021年 1月末現在で、会場ガイダンスは 18回（昨年 24回）、校内ガイダンスは 69 回（同 92 回）に

参加した。延べ着席・参加人数は 674名（昨年 905名）を数えた。昨年とは状況が違うため比較がしに

くいが、とりわけ会場ガイダンスに関して着席者の平均値が高くなっており、徐々にユマニテク短期大

学の認知度も進んできているのではないかと考えられる。 

11.教務委員会

① FD・SD 研修会等の実施

令和 2 年 8 月 11 日、ユマニテク短期大学 501 講義室においてオンライン研修にて、愛知東邦大学経

営学部教授・地域創造研究所長上條憲二氏を講師とし、「大学におけるブランディングのあり方につい

て」をテーマに研修会を実施した。本学の教職員 21 名が参加した。 

令和 3 年 2 月 24 日、ユマニテクプラザラザにて研修を行う。講師：学校法人西野学園 理事長前鼻

英蔵氏、対象者：ユマニテク短期大学教職員（グループ内の教職員も参加）、目的：近年の教育界の変

化を理解する。 

② 教員免許状更新講習

第Ⅰ期令和 2 年 7 月 13 日(土)、7 月 20 日(土)、8 月 3 日(土)、8 月 17 日(土) 、8 月 24 日（土）各

日 6 時間計 30 時間、第Ⅱ期令和 2 年 12 月 5 日(土)、12 月 6 日(日)、12 月 12 日(土)、12 月 13 日

(日)、12 月 19 日(土)各日 6 時間計 30 時間、ユマニテク短期大学内講義室にて本学の教員 12 名により

教員免許状更新講習が行われた。コロナ感染症対策として各日 80 名の定員を 40 名に変更の上、募集

を行った。受講料 1 講座 6,000 円。受講者は第Ⅰ期延べ 237 名、第Ⅱ期延べ 193 名計 430 名であっ

た。事後評価結果では、「よい」「だいたいよい」の数値でほぼ 100％の評価であった。 

③ 学生による授業評価アンケートの実施

全講座・全学生を対象に前期・後期・集中授業終了時に Google アンケート方式による授業評価アン

ケートを実施した。各教員に集計結果を配布、結果に対する回答を得た。学生に対しても集計結果を

公表した。 

④ 学外実習の実施

コロナウイルスの感染症対策により、各学外実習は日程変更や日数短縮をして実施した。

実習名 変更前 変更後 

保育実習Ⅰ(保育所)(概ね 10 日間) 

1 年 55 名 

1 年次後期 2 月 1 月に変更 
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保育実習Ⅰ(施設) (概ね 10 日間) 

2 年 55 名 

2 年次前期 8 月末～9 月 後期：10 月 20 日～11 月 27 日 

五月雨式 

(6 日間に変更、4 日間は学内演習) 

保育実習Ⅱ(保育所) (概ね 10 日間) 

2 年 54 名 

2 年次後期 10 月 変更なし 

保育実習Ⅲ(児童館等) (概ね 10 日間) 

2 年 13 名 

2 年次前期 7 月 後期：12 月 

(6 日間に変更、4 日間は学内演習) 

幼稚園教育実習Ⅰ(5 日間)1 年 55 名 1 年次後期 10 月 令和 3 年度の 2 年次へ変更 

幼稚園教育実習Ⅱ(15 日間)2 年 55 名 2 年次前期 6 月 後期：12 月 7 日～18 日(10 日間に変更) 

12.学生支援委員会

月 1 回の学生支援委員会を開催して情報の共有につとめた。今年度はコロナウイルス感染の関係で予

定していた行事が中止となった。 

① 学生ハンドブック

学生ハンドブックは「学生便覧」「実習の手引き」の２部構成で作成した。学生ハンドブックは学生生

活に必要なあらゆる情報を網羅した学生必携の冊子とし、オリエンテーションで学生、教職員(非常勤)

へ配布した。シラバスはスマホから閲覧できるように Web で公開した。 

② 学外研修

実施日：令和 2 年 9 月 25 日(金)中止

③ 保護者会

実施日：令和 2 年 6 月 13 日(日)中止

④ 避難訓練

実施日：令和 2 年 9 月 30 日(水) 1 年生基礎ゼミナールの時間内 2 年生専門ゼミナールの時間内

保育者を目指す者として、あらゆる状況でも臨機応変に対応し、安全な非難行動をとれることを目

的とした。当日は授業時間内に大きな地震が発生し津波の到達が予測されるとの想定で屋上への避難

経路を確認し、避難訓練を実施した。コロナウイルス感染対策の為、今年度は全学的には実施せずに

ゼミナール毎での訓練とした。 

⑤ 学生会主催行事

大学祭 実施日：令和 2 年 11 月 21 日(土)中止

⑥ その他

1）サークル活動

学生が行うサークル 2 団体（バスケットボール、バトミントン）は、各団体の感染対策を確認した

上体育館で活動を行った。

2）意見箱の設置

学生生活の満足度の向上を目的として、2 階学生ホールに設置した意見箱には 1 件、授業に関する

意見があり、教務委員会へ報告をした。

3）ウェルネスチェック

学生の健康状態等の把握を目的として、ウェルネスチェックを実施した。相談したいことがある学

生はゼミナール担当教員へ報告をして面談を実施した。

4）ケガをした時の対応について

フローチャートを作成して学生には登下校中の交通事故も含めて、学校への報告体制を指導した。 
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5）コロナウイルス感染対策について

三重県からの行動指針が発表される度に、教職員を含む学生全員に感染対策防止徹底について指導

した。それに伴い、学生ホール等の机や椅子の配置変更を行い密にならないように対策を講じた。 

6）卒業生寄贈品

3 期卒業生寄贈品について、在学生の感染対策のために自動検温器と除菌機能付き加湿空気清浄器

がよいのではないかと助言した。

7）卒業アルバム作成の準備

8）学生相談（休学者と保護者との面談を含む）

9）卒業時のアンケートの実施

13.キャリア支援委員会

きめ細やかな進路支援に取り組むことを目的として、随時個人面談を実施し、進路活動の把握とゼ

ミナール担当教員との情報交換をした。

また、進路支援の一環として、公務員希望の学生を対象とした採用試験対策講座を実施した。1 次試

験対策としては受験指導の実績のある外部講師に教養講座を依頼し、独学では難しい「問題の解き

方」の講座を開催した。2 次試験対策（面接、実技）として、受験自治体に特化した個別支援を実施、

令和 2 年度は四日市市、朝日町、菰野町にそれぞれ採用された。 

今年度はコロナウイルス感染の関係で保育士就職セミナーが中止となり、学内で「保育セミナー」

を実施した。三重県私立保育連盟、四日市市保育連盟のご協力もあり約 30 法人の施設が参加、1 年

生、2 年生の進路を考える貴重な機会となった。 

➀キャリアデザインⅠ(1年生後期）、キャリアデザインⅡ（2年生前期）

➁個人面談

➂履歴書の添削指導

➃個人面接、集団討論等の指導

➄求人票の送付 三重県内 278事業所

➅求人情報の整理

➆保育セミナーの実施

➇就職先への訪問に代わり電話での情報収集

➈外部講師を招聘してのキャリア支援講座

➉三重労働局、四日市職業安定所への進路状況の報告

⑪卒業生の就労相談

⑫中部学生就職連絡協議会「企業と学生に関する部会」担当校

1）令和 2 年 8 月 7 日(金) 第 1 回オンライン ZOOM 会議

2） 令和 2 年 8 月 27 日(木) オンライン研修会

3） 令和 2 年 10 月 26 日(月) 第 2 回オンライン ZOOM 会議

4） 令和 2 年 12 月 19 日(土) オンライン模擬集団面接講座

5） 令和 3 年 1 月 21 日(木) 第 3 回オンライン ZOOM 会議

⑬三重学生就職連絡協議会主催の会議

1） 令和 2 年 4 月 三重県学生就職連絡協議会 第 1 回総会 書面（メール会議） 

2） 令和 2 年 12 月 18 日(金) 三重県学生就職連絡協議会 第 1 回会議 プラザ洞津

3） 令和 3 年 1 月 三重県学生就職連絡協議会 第 2 回総会 書面（メール会議） 
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⑭三重県社会福祉協議会主催の会議

1） 令和 2 年 4 月 9 日(木) 令和 2 年度福祉・保育・看護の就職フェア開催に係る会議 

2） 令和 2 年 6 月 24 日(水) 第 1 回保育士確保・保育所支援関係機関連携会議 

3） 令和 2 年 10 月 14 日(水) 第 2 回保育士確保・保育所支援関係機関連携会議 

＜令和 2 年度 卒業生進路状況＞ 令和 3 年 3 月 31 日現在 

14.図書学術委員会

①学生の図書館利用促進

・新入生に対し、ゼミの授業を利用し図書館利用オリエンテーションを行った。

・7 件の授業利用があった。

・季節等に合わせた特集や三重県立図書館等との連携企画展示を行った。

・新着本や特集、お知らせ等を学生ホールのモニターで紹介した。

・購入図書選定の際、利用者からのリクエストに応えた。

・今年度より「としょかんだより」を発行した（1～3 号発行）。

・資料の探し方をサポートするパスファインダーを作成した。

※利用状況等

令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日 

項  目 令和 2 年度 備  考 

1 サービス対象者（学内） 170 人 教職員：46 名 学生：124 名 

2 開館日数 197 日 
土日祝、夏季・冬季学校休校日、蔵書点検、緊急事態宣

言休講期間等 休館 

3 入館者数 1,399 人 

4 貸出冊数 769 冊 

5 レファレンスサービス 29 件 所蔵調査 21、書誌調査 8 

6 文献複写依頼サービス 23 件 NACSIS-ILL 等利用 

7 蔵書数 10,614 冊 寄贈図書 1,609、研究費図書 631、視聴覚資料 230、電子書籍 565 含む 

区分 男子 女子 計 

幼稚園 0 4 4 

保育所及び幼保連携型認定こども園 

（内公立保育所 嘱託等を含む） 

2 

(1) 

34 

(4) 

36 

(5) 

地域型保育事業 0 4 4 

児童福祉施設(児童養護施設等) 0 2 2 

知的・身体障害者施設 0 1 1 

児童福祉事業等(放課後ディ・学童保育所) 2 1 3 

その他(一般企業等) 0 3 3 

進学 0 0 0 

一時的な仕事(アルバイト、未定者を含む） 0 6 6 

計 4 55 59 
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8 受入れ冊数 714 冊 寄贈 174＋研究費 133＋購入図書 404＋購入視聴覚資料 3 

9 除籍数 0 冊 

10 雑誌、新聞数 43 種 新聞 2 紙（研究費購入 2 種含む） 

②ミニ企画展の開催

期間 テーマ 主催 

7/30～12/25 いろいろな「三びきのこぶた」絵本 図書学術委員会（資料提供：川勝泰介図書館長） 

③紀要の発行

・幼児教育文化研究紀要第 6 号を発行した（2021.3）。

・ユマニテク短期大学紀要第 4 号を発行した（2021.3）。

・機関リポジトリへのアップも行う予定である。

④蔵書点検

9 月と 3 月に実施し、不明本は 0 冊であった。 

15．学生ポータル Glexaの活用 

 学生が利用できるポータルサイトを導入した。どこからでもパソコンやスマートフォンから学内情

報や授業等の課題を確認することが出来るようになった。 

16．奨学金支給について 

今年度の奨学金支出については、令和元年度に規程改定した奨学金規程に則り、下記の通り支出し

た。 

奨学金種類 人数 金額 合計(円) 

AO 入試 25 100,000 2,500,000 

指定校推薦入試 15 100,000 1,500,000 

内部推薦進学 入学金 7 280,000 1,960,000 

内部推薦進学奨学金① 7 100,000 700,000 

特別奨学金入学金半額減免 2 140,000 280,000 

特別奨学金 授業料減免（1 年 2 名、2 年 4 名） 6 150,000 900,000 

特待生奨学金 2 200,000 400,000 

特待生奨学金 2 年 2 200,000 400,000 

内部推薦進学 検定料（R2 年度生） 7 30,000 210,000 

スポーツ奨励金（1 年 5 名、2 年 2 名） 7 100,000 700,000 

スポーツ奨励金 入学金減免 5 100,000 500,000 

合 計 10,050,000 
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17．各種団体へ加盟 

各種団体に加盟し、それぞれが主催する総会、研修会、会議等に出席した。 

次年度も継続して加盟予定である。 

団体名 金額(円) 

日本私立短期大学協会 179,000 

中部地区私立短期大学協会 3,000 

一般社団法人短期大学基準協会 130,000 

一般社団法人全国保育士養成協議会 170,000 

私立短期大学図書館協議会 15,000 

三重県図書館協会 12,000 

三重県学生就職連絡協議会 40,000 

三重県私立大学高専協会 70,000 

高等教育コンソーシアムみえ 45,000 

三重県レクレーション協会 10,000 

三重県私立大学入試・広報連絡協議会 20,000 

日本レクリエーション協会 課程認定料 100,000 

一般社団法人児童健全育成推進財団 20,000 

児童厚生員養成課程連絡協議会 30,000 

合計 844,000 

18.公開セミナー(みえアカデミックセミナー)

生涯教育活動の一環として、高等教育機関として三重県との連携事業でみえアカデミックセミナー

を実施した。令和 2年度は、平松准教授が講師を務めた。 

会場には、大学パンフレットも設置し、社会人の学びの機会として本学を紹介した。 

日  時：令和 2年 8月 7日(金) 

場  所：三重県文化会館レセプションルーム 

参 加 者：26人 

講演内容：令和 2年 4月から始まった高等教育の修学支援新制度創設に至るまで、経済的な困難を

抱えた高校生や大学進学者の生活実態について、調査結果をもとに考える。 

以上 
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Ⅲ．施設等の状況 

施設（土地・建物）の状況は以下の通りです。 

１．土地 

種別 所在地 地番 面積〔㎡〕 備考 

校舎

敷地 

三重県四日市市 

南浜田町 
１３番 ２,３７３.９１ ユマニテク短期大学

愛知県名古屋市中村区 

名駅二丁目 
３３０２番１ ８３１.００ 

名古屋ユマニテク歯科衛生専門学校 

名古屋ユマニテク調理製菓専門学校 

愛知県名古屋市中村区 

亀島二丁目 

６０５番 

６０４番 
６３７.００ 名古屋ユマニテク調理製菓専門学校 

小計 ３,８４１.９１ 基本財産 

山林 
岐阜県郡上市高鷲町鷲見 

字上野 
５１８９番４７ ９９１.００ 運用財産 

合計 ４,８３２.９１ 

２．建物 

※ユマニテク短期大学（平成２９年４月開学）

校舎延床面積 ３,７０２．３９㎡ （内．校舎面積３,１９４.７９㎡ 内．校舎内体育館面積５０７.６０㎡）

種別 所在地 構造 延床面積〔㎡〕 備考 

校舎 

三重県四日市市 

南浜田町１３番地 

鉄筋コンクリート造 

陸屋根５階建
３,７０２.３９ ※ 

愛知県名古屋市中村区 

名駅二丁目３３０２番地１ 

鉄骨・鉄筋コンクリート造 

陸屋根地下１階付８階建
３,３１７.３５ 

愛知県名古屋市中村区 

亀島二丁目６０５番地、６０４番地 

鉄骨・鉄筋コンクリート造 

陸屋根７階建
２,５１７.８３ 

合計 ９,５３７.５７ 
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Ⅳ．財務の概要 ―令和２（２０２０）年度 決算の概要 ― 

１．資金収支計算書 

 資金収支計算書は、令和２年度会計の教育事業活動等に附随する全ての収入と支出の内容、 

ならびに当該会計年度における資金の収入と支出の状況と支払資金（現預金）の顛末を明示したもの 

です。収入の部は「当期収入＋前年度繰越支払資金＝収入の部合計」、支出の部は「当期支出＋ 

次年度繰越支払資金＝支出の部合計」で、収入の部合計と支出の部合計は一致します。 

 当年度の収入の部合計は前年度繰越支払資金を含めて２,２３２,４１９,１９３円、支出の部合計は 

次年度繰越支払資金１,２９７,７５１,２９６円を含めて、収入の部合計と一致する２,２３２,４１９,１９３円と 

なっています。 

（単位：円）

科　　　目

　学生生徒等納付金収入 812,549,000 828,957,330 △ 16,408,330

　手数料収入 10,384,000 10,765,905 △ 381,905

　寄付金収入 1,044,000 1,044,000 0

　補助金収入 110,167,000 101,340,600 8,826,400

　資産売却収入 0 0 0

　付随事業・収益事業収入 25,148,000 24,083,040 1,064,960

　受取利息・配当金収入 101,000 105,201 △ 4,201

　雑収入 1,423,000 4,506,881 △ 3,083,881

　借入金等収入 0 0 0

　前受金収入 474,846,000 470,733,400 4,112,600

　その他の収入 7,007,061 11,516,420 △ 4,509,359

　資金収入調整勘定 △ 419,510,550 △ 422,582,709 3,072,159

　前年度繰越支払資金 1,201,949,125 1,201,949,125

　収入の部合計 2,225,107,636 2,232,419,193 △ 7,311,557

科　　　目

　人件費支出 442,200,000 436,455,752 5,744,248

　教育研究経費支出 221,995,000 204,100,695 17,894,305

　管理経費支出 113,125,000 93,682,627 19,442,373

　借入金等利息支出 1,250,000 908,851 341,149

　借入金等返済支出 26,662,000 26,662,000 0

　施設関係支出 160,000 151,184 8,816

　設備関係支出 18,410,000 17,794,327 615,673

　資産運用支出 0 0 0

　その他の支出 179,321,815 180,162,130 △ 840,315

（ 7,250,000 ）

12,750,000 12,750,000

　資金支出調整勘定 △ 18,991,320 △ 25,249,669 6,258,349

　翌年度繰越支払資金 1,228,225,141 1,297,751,296 △ 69,526,155

　支出の部合計 2,225,107,636 2,232,419,193 △ 7,311,557

　［予備費］

資　　金　　収　　支　　計　　算　　書

令和　２年　４月　１日から
令和　３年　３月３１日まで

　収入の部

予　　　算 決　　　算 差　　　異

　支出の部

予　　　算 決　　　算 差　　　異
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２．活動区分資金収支計算書 

（単位：円）

　学生生徒等納付金収入 828,957,330

　手数料収入 10,765,905

　一般寄付金収入 1,044,000

　経常費等補助金収入 101,340,600

　付随事業収入 24,083,040

　雑収入 4,506,881

　教育活動資金収入計 970,697,756

　人件費支出 436,455,752

　教育研究経費支出 204,100,695

　管理経費支出 93,682,627

　教育活動資金支出計 734,239,074

　差引 236,458,682

　調整勘定等 60,553,276

 教育活動資金収支差額 297,011,958

　施設設備補助金収入 0

　施設整備等活動資金収入計 0

　施設関係支出 151,184

　設備関係支出 17,794,327

　施設整備等活動資金支出計 17,945,511

　差引 △ 17,945,511

　調整勘定等 △ 160,345,500

 施設整備等活動資金収支差額 △ 178,291,011

　小計　（教育活動資金収支差額+施設整備等活動資金収支差額） 118,720,947

　立替金回収収入 27,000

　仮払金回収収入 10,515

　預り金受入収入 338,929

　修学旅行預り金受入収入 4,170,430

　小計 4,546,874

　受取利息・配当金収入 105,201

　その他の活動資金収入計 4,652,075

　借入金等返済支出 26,662,000

　小計 26,662,000

　借入金等利息支出 908,851

　その他の活動資金支出計 27,570,851

　差引 △ 22,918,776

　調整勘定等 0

 その他の活動資金収支差額 △ 22,918,776

　支払資金の増減額（小計+その他の活動資金収支差額） 95,802,171

前年度繰越支払資金 1,201,949,125

翌年度繰越支払資金 1,297,751,296

活　　動　　区　　分　　資　　金　　収　　支　　計　　算　　書

令和　２年　４月　１日から
令和　３年　３月３１日まで

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　 　目 金額

収
入

支
出

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　 　目 金額

収
入

支
出

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　 　目 金額

収
入

支
出
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３．事業活動収支計算書 

 事業活動収支計算書は、企業会計でいえば損益計算書に相当し、事業活動収支の内容と均衡状態 

を明示したものです。特殊性を除いた企業会計や一般的な損益収支差額に相当するのは、経常収支 

差額に特別収支差額を加えた基本金組入前当年度収支差額にあたり、当年度は１４７,４２１,２７４円と 

なっています。 

（単位：円）

科　 　目

　学生生徒等納付金 812,549,000 828,957,330 △ 16,408,330

　手数料 10,384,000 10,765,905 △ 381,905

　寄付金 1,734,000 1,199,680 534,320

　経常費等補助金 110,167,000 101,340,600 8,826,400

　付随事業収入 25,148,000 23,918,795 1,229,205

　雑収入 1,423,000 4,506,881 △ 3,083,881

　教育活動収入計 961,405,000 970,689,191 △ 9,284,191

科　 　目

　人件費 442,200,000 436,832,918 5,367,082

　教育研究経費 300,179,000 282,224,121 17,954,879

 内．減価償却額 78,084,000 77,967,746 116,254

　管理経費 123,931,000 104,396,614 19,534,386

 内．減価償却額 10,806,000 10,713,987 92,013

　徴収不能額等 0 0 0

　教育活動支出計 866,310,000 823,453,653 42,856,347

　教育活動収支差額 95,095,000 147,235,538 △ 52,140,538

科　 　目

　受取利息・配当金 101,000 105,201 △ 4,201

　その他教育活動外収入 0 0 0

　教育活動外収入計 101,000 105,201 △ 4,201

科　 　目

　借入金等利息 1,250,000 908,851 341,149

　その他教育活動外支出 0 0 0

　教育活動外支出計 1,250,000 908,851 341,149

 教育活動外収支差額 △ 1,149,000 △ 803,650 △ 345,350

 経常収支差額 93,946,000 146,431,888 △ 52,485,888

科　 　目

　資産売却差額 0 0 0

　その他の特別収入 112,000 989,386 △ 877,386

　特別収入計 112,000 989,386 △ 877,386

科　 　目

　資産処分差額 0 0 0

　その他の特別支出 0 0 0

　特別支出計 0 0 0

 特別収支差額 112,000 989,386 △ 877,386

（ 7,450,000 ）

12,550,000 12,550,000

 基本金組入前当年度収支差額 81,508,000 147,421,274 △ 65,913,274

 基本金組入額合計 2,705,345 △ 6,000,000 8,705,345

 当年度収支差額 84,213,345 141,421,274 △ 57,207,929

 前年度繰越収支差額 36,533,929 36,354,027 179,902

 基本金取崩額合計 0 4,886,388 △ 4,886,388

 翌年度繰越収支差額 120,747,274 182,661,689 △ 61,914,415

（参考）

 事業活動収入計 961,618,000 971,783,778 △ 10,165,778

 事業活動支出計 880,110,000 824,362,504 55,747,496

事　　業　　活　　動　　収　　支　　計　　算　　書

令和　２年　４月　１日から
令和　３年　３月３１日まで

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

予　　算 決　　算 差　　異

事
業
活
動
支
出
の
部

予　　算 決　　算 差　　異

教
育
活
動
外
収
支

事

業

活

動

収

入

の

部

予　　算 決　　算 差　　異

事

業

活

動

支

出

の

部

予　　算 決　　算 差　　異

差　　異

事

業

活

動

支

出

の

部

予　　算 決　　算 差　　異

　［予備費］　

特
別
収
支

事

業

活

動

収

入

の

部

予　　算 決　　算
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４．貸借対照表 

 貸借対照表は、企業会計でも、その他学校法人を含めた公益法人会計でも、基本的に同じで、決算 

日（３月３１日）における財政状態を表し、学校会計においては、基本金と繰越収支差額が純資産を 

構成しています。 

 総資産額４,０４８,５１５,０７０円、総負債額６４５,５２０,６０８円、正味財産３,４０２,９９４,４６２円、負債率 

（「総負債額」－「前受金」／「総資産」額）は約４．３％となっています。 

（単位 円）

 資産の部

本年度末 前年度末 増  減

 固定資産 2,578,948,657 2,648,695,493 △ 69,746,836

 有形固定資産　　 2,578,746,045 2,648,492,881 △ 69,746,836

　 土地 877,685,167 877,685,167 0

　 建物 1,472,010,381 1,531,315,776 △ 59,305,395

 構築物 20,945,697 22,753,412 △ 1,807,715

 その他 208,104,800 216,738,526 △ 8,633,726

　その他の固定資産　　 202,612 202,612 0

 流動資産　　 1,469,566,413 1,210,668,894 258,897,519

 現金預金　　 1,297,751,296 1,201,949,125 95,802,171

 その他 171,815,117 8,719,769 163,095,348

 資産の部　合計 4,048,515,070 3,859,364,387 189,150,683

 負債の部

本年度末 前年度末 増  減

 固定負債　　 109,590,968 135,875,802 △ 26,284,834

 長期借入金　　 106,676,000 133,338,000 △ 26,662,000

 退職給与引当金　　 2,914,968 2,537,802 377,166

 流動負債　　 535,929,640 467,915,397 68,014,243

 短期借入金 26,662,000 26,662,000 0

 前受金 470,733,400 413,510,550 57,222,850

 その他 38,534,240 27,742,847 10,791,393

 負債の部　合計 645,520,608 603,791,199 41,729,409

 純資産の部

本年度末 前年度末 増  減

 基本金　　 3,220,332,773 3,219,219,161 1,113,612

 繰越収支差額 182,661,689 36,354,027 146,307,662

　　翌年度繰越収支差額 182,661,689 36,354,027 146,307,662

 純資産の部　合計 3,402,994,462 3,255,573,188 147,421,274

 負債及び純資産の部合計 4,048,515,070 3,859,364,387 189,150,683

貸　借　対　照　表

令和 ３年 ３月３１日

科  目

科  目

科  目
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５．財産目録 

Ⅰ　資産総額 4,048,515,070 円

　内　　基本財産 2,578,646,817 円

　内　　運用財産 1,469,868,253 円

Ⅱ　負債総額 645,520,608 円

Ⅲ　正味財産 3,402,994,462 円

　資産

　１．基本財産

　土地 　3,841.91㎡ 877,383,327 円

　建物 　9,537.57㎡ 1,472,010,381 円

　構築物 20,945,697 円

　教具・校具・備品 165,813,173 円

　図書 42,291,627 円

　その他 202,612 円

　２．運用財産

　現金預金 1,297,751,296 円

　　その他 172,116,957 円

　資産総額 4,048,515,070 円

　負債

　１．固定負債 109,590,968 円

　長期借入金 106,676,000 円

　　退職給与引当金 2,914,968 円

　２．流動負債 535,929,640 円

　短期借入金 26,662,000 円

　前受金 470,733,400 円

　その他 38,534,240 円

　負債総額 645,520,608 円

　正味財産（資産総額－負債総額） 3,402,994,462 円

財　産　目　録

令和 ３年 ３月３１日

区分 金額
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６．主要な財務数値の経年比較 

（単位：千円）

科　　　目

　学生生徒等納付金収入　 586,201 563,906 596,484 700,473 828,957

　手数料収入　 6,954 7,650 9,910 9,905 10,766

　寄付金収入　 8,050 17,200 200 100 1,044

　補助金収入　 46,467 43,468 54,656 68,756 101,341

　資産売却収入　 3,463 0 0 0 0

　付随事業・収益事業収入　 9,276 11,579 19,022 19,117 24,083

　受取利息・配当金収入　　 975 70 70 69 105

　雑収入　 28,207 15,855 9,536 5,550 4,507

　借入金等収入　 0 0 0 0 0

　前受金収入　 286,127 305,926 350,044 413,511 470,733

　その他の収入　　 12,433 5,774 487 16,248 11,516

　資金収入調整勘定　 △ 297,203 △ 286,426 △ 321,388 △ 357,014 △ 422,582

　前年度繰越支払資金　 1,475,755 1,074,313 1,165,382 1,050,487 1,201,949

　収入の部合計 2,166,705 1,759,313 1,884,403 1,927,202 2,232,419

科　　　目

　人件費支出　 271,561 368,374 396,165 427,894 436,456

　教育研究経費支出　 104,708 116,596 127,681 157,755 204,101

　管理経費支出　 112,822 86,844 94,239 101,016 93,683

　借入金等利息支出　 2,038 1,745 1,486 1,209 909

　借入金等返済支出　 26,662 26,662 26,662 26,662 26,662

　施設関係支出　 445,662 2,376 81,540 1,752 151

　設備関係支出　 132,398 4,042 98,194 4,324 17,794

　資産運用支出　 0 0 0 0 0

　その他の支出　　 12,595 17,296 31,340 23,324 180,162

　資金支出調整勘定　 △ 16,054 △ 30,004 △ 23,391 △ 18,683 △ 25,250

　翌年度繰越支払資金　 1,074,313 1,165,382 1,050,487 1,201,949 1,297,751

　支出の部合計 2,166,705 1,759,313 1,884,403 1,927,202 2,232,419

資　　金　　収　　支　　計　　算　　書

令和２年度

令和２年度

　収入の部

平成29年度平成28年度

　支出の部

平成29年度平成28年度

令和元年度

令和元年度

平成30年度

平成30年度
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（単位：千円）

　学生生徒等納付金収入 586,201 563,906 596,484 700,473 828,957

　手数料収入 6,954 7,650 9,910 9,905 10,766

　特別寄付金収入 8,000 17,000 150 0 0

　一般寄付金収入 50 200 50 100 1,044

　経常費等補助金収入 46,467 43,468 45,154 68,756 101,341

　付随事業収入 9,276 11,579 19,022 19,117 24,083

　雑収入 28,207 15,855 9,536 5,550 4,507

　教育活動資金収入計 685,156 659,656 680,306 803,901 970,698

　人件費支出 271,561 368,374 396,165 427,894 436,456

　教育研究経費支出 104,708 116,596 127,681 157,755 204,101

　管理経費支出 112,822 86,844 94,239 101,016 93,682

　教育活動資金支出計 489,092 571,814 618,085 686,665 734,239

　差引 196,064 87,842 62,221 117,236 236,459

　調整勘定等 3,762 35,955 22,224 67,484 60,553

 教育活動資金収支差額 199,826 123,797 84,445 184,720 297,012

　施設設備売却収入 0 0 0 0 0

　施設設備補助金収入 0 0 9,502 0 0

　施設整備等活動資金収入計 0 0 9,502 0 0

　施設関係支出 445,662 2,376 81,540 1,752 151

　設備関係支出 132,398 4,042 98,194 4,324 17,794

　施設整備等活動資金支出計 578,060 6,418 179,734 6,076 17,945

　差引 △ 578,060 △ 6,418 △ 170,232 △ 6,076 △ 17,945

　調整勘定等 △ 184 138 283 △ 139 △ 160,346

 施設整備等活動資金収支差額 △ 578,243 △ 6,280 △ 169,949 △ 6,215 △ 178,291

　小計　（教育活動資金収支差額+施設整備等活動資金収支差額） △ 378,417 117,516 △ 85,504 178,505 118,721

　立替金回収収入 0 0 0 0 27

　仮払金回収収入 0 104 0 8 11

　有価証券売却収入 3,463 0 0 0 0

　差入保証金回収収入 0 111 0 489 0

　貸付金回収収入 0 0 0 0 0

　預り金受入収入 1,598 2,447 0 216 339

　修学旅行預り金受入収入 0 0 188 72 4,170

　小計 5,061 2,662 188 785 4,547

　受取利息・配当金収入 975 70 70 69 105

　借入金等収入 0 0 0 0 0

　その他の活動資金収入計 6,036 2,732 258 854 4,652

　借入金等返済支出 26,662 26,662 26,662 26,662 26,662

　預り金支払支出 0 0 996 0 0

　修学旅行預り金支払支出 144 773 0 0 0

　立替金支払支出 0 0 0 27 0

　仮払金支払支出 106 0 16 0 0

　差入保証金支払支出 111 0 489 0 0

　小計 27,023 27,435 28,163 26,689 26,662

　借入金等利息支出 2,038 1,745 1,486 1,208 909

　その他の活動資金支出計 29,060 29,179 29,649 27,897 27,571

　差引 △ 23,025 △ 26,447 △ 29,391 △ 27,043 △ 22,919

　調整勘定等 0 0 0 0 0

 その他の活動資金収支差額 △ 23,025 △ 26,447 △ 29,391 △ 27,043 △ 22,919

　支払資金の増減額（小計+その他の活動資金収支差額） △ 401,442 91,069 △ 114,895 151,462 95,802

前年度繰越支払資金 1,475,755 1,074,313 1,165,382 1,050,487 1,201,949

翌年度繰越支払資金 1,074,313 1,165,382 1,050,487 1,201,949 1,297,751
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（単位：千円）

科　 　目

　学生生徒等納付金 586,201 563,906 596,484 700,473 828,957

　手数料 6,954 7,650 9,910 9,905 10,766

　寄付金 8,050 17,200 200 100 1,199

　経常費等補助金 46,467 43,468 45,154 68,756 101,341

　付随事業収入 9,276 11,935 18,824 19,680 23,919

　雑収入 28,207 15,855 9,536 5,550 4,507

　教育活動収入計 685,156 660,013 680,108 804,464 970,689

科　 　目

　人件費 271,561 369,415 397,105 428,449 436,833

　教育研究経費 152,628 192,026 202,730 240,685 282,224

 内．減価償却費 47,920 75,430 75,049 82,930 77,968

　管理経費 116,842 94,302 101,832 111,767 104,396

 内．減価償却費 4,020 7,458 7,592 10,751 10,714

　徴収不能額等 0 0 0 0 0

　教育活動支出計 541,031 655,743 701,667 780,901 823,453

　教育活動収支差額 144,125 4,270 △ 21,559 23,563 147,236

科　 　目

　受取利息・配当金 975 70 70 69 105

　その他教育活動外収入 0 0 0 0 0

　教育活動外収入計 975 70 70 69 105

科　 　目

　借入金等利息 2,038 1,745 1,486 1,209 909

　その他教育活動外支出 0 0 0 0 0

　教育活動外支出計 2,038 1,745 1,486 1,209 909

 教育活動外収支差額 △ 1,063 △ 1,675 △ 1,416 △ 1,140 △ 804

 経常収支差額 143,062 2,596 △ 22,975 22,423 146,432

科　 　目

　資産売却差額 13 0 0 0 0

　その他の特別収入 0 2,030 10,951 0 989

　特別収入計 13 2,030 10,951 0 989

科　 　目

　資産処分差額 0 0 0 0 0

　その他の特別支出 0 0 0 0 0

　特別支出計 0 0 0 0 0

 特別収支差額 13 2,030 10,951 0 989

基本金組入前当年度収支差額 143,075 4,626 △ 12,024 22,423 147,421

基本金組入額合計 △ 846,041 △ 24,352 △ 198,807 △ 14,049 △ 6,000

当年度収支差額 △ 702,966 △ 19,726 △ 210,831 8,374 141,421

前年度繰越収支差額 961,503 258,537 238,811 27,980 36,354

基本金取崩額合計 0 0 0 0 4,886

翌年度繰越収支差額 258,537 238,811 27,980 36,354 182,661

（参考）

事業活動収入計 686,144 662,113 691,129 804,533 971,783

事業活動支出計 543,069 657,487 703,153 782,110 824,362
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貸　借　対　照　表

（単位：千円）

 資産の部

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

 固定資産 2,712,309 2,637,758 2,736,789 2,648,695 2,578,949

 有形固定資産　　 2,711,995 2,637,556 2,736,097 2,648,493 2,578,746

　 土地 877,685 877,685 877,685 877,685 877,685

　 建物 1,620,383 1,564,737 1,588,892 1,531,316 1,472,010

 構築物 24,006 24,737 24,673 22,753 20,946

 その他 189,921 170,396 244,847 216,739 208,105

　その他の固定資産　　 314 203 692 202 203

 流動資産　　 1,078,402 1,167,125 1,066,833 1,210,669 1,469,566

 現金預金　　 1,074,313 1,165,382 1,050,487 1,201,949 1,297,751

 その他 4,089 1,742 16,346 8,720 171,815

 資産の部　合計 3,790,711 3,804,883 3,803,622 3,859,364 4,048,515

 負債の部

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

 固定負債　　 213,324 187,703 161,981 135,876 109,591

 長期借入金　　 213,324 186,662 160,000 133,338 106,676

 退職給与引当金　　 0 1,041 1,981 2,538 2,915

 流動負債　　 336,839 372,006 408,491 467,915 535,930

 短期借入金 26,662 26,662 26,662 26,662 26,662

 前受金 286,127 305,926 350,044 413,510 470,733

 その他 24,051 39,419 31,785 27,743 38,535

 負債の部　合計 550,163 559,709 570,472 603,791 645,521

 純資産の部

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

 基本金　　 2,982,010 3,006,362 3,205,169 3,219,219 3,220,333

 繰越収支差額 258,537 238,811 27,981 36,354 182,661

　　翌年度繰越収支差額 258,537 238,811 27,981 36,354 182,661

 純資産の部　合計 3,240,548 3,245,174 3,233,150 3,255,573 3,402,994

 負債及び純資産の部合計 3,790,711 3,804,883 3,803,622 3,859,364 4,048,515

科  目

科  目

科  目
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監 査 報 告 書 

学校法人大橋学園 

理事会・評議員会 御中 

 私たちは、私立学校法第３７条第３項及び学校法人大橋学園寄附行為第９条

の規定に基づき、学校法人大橋学園の令和２年度（令和２年４月１日から令和３

年３月３１日まで）の業務又は財産の状況について監査を行った。 

 私たちは監査に当たり、理事会、評議員会及び教授会に出席するほか、重要な

決裁書類等を閲覧するとともに、法人本部、法人設置各校の定期的な往査や、会

計監査人と連携し計算書類について検討するなど、必要と思われる監査手続を

実施した。 

 監査の結果、学校法人大橋学園の業務又は財産に関し、不正の行為又は法令若

しくは寄附行為に違反する重大な事実のないことを認める。 

令和３年５月２０日 

学校法人大橋学園 

監事  矢野 範子 

監事  島岡 雅之 
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沿 革 

年 度 内 容 

昭和 14 年  「ツルー洋裁学院」 開設 

昭和 24 年   各種学校 認可（愛知県） 

昭和 37 年  「学校法人精和学園」 法人認可 

昭和 51 年  「ツルー服装専門学校」専修学校認可（学校教育法改正） 

昭和 61 年  「ツルー服装専門学校」を「精和学園服装専門学校」に校名変更 

平成 6 年 「精和学園服装専門学校」を「精和学園ファッション専門学校」に校名変更 

平成 15 年  「精和学園ファッション専門学校」を「精和学園文化・ファッション専門学校」に 

 校名変更 

平成 16 年  「精和学園」を「あいち大橋学園」に法人名変更 

平成 17 年  「名古屋ユマニテク歯科医療専門学校」 開設 

 歯科衛生学科／医療専門課程：歯科衛生士養成所を名古屋市中村区名駅に設置 

「精和学園文化・ファッション専門学校」を「精和総合文化専門学校」に校名変更 

 学園本部を名古屋市中村区名駅に変更  

平成 22 年  「名古屋ユマニテク歯科医療専門学校」学科新増設 

 製菓製パン本科他／衛生専門課程：製菓衛生師養成施設を設置 

 同時に「ユマニテク歯科製菓専門学校」に校名変更 

平成 23 年  「ユマニテク歯科製菓専門学校」を「名古屋ユマニテク歯科製菓専門学校」に校名変更 

平成 25 年   名古屋市中村区亀島に校地校舎取得及び同校舎改修工事 

「名古屋ユマニテク歯科製菓専門学校」付帯事業 お菓子教室Ｖｉｓａｇｅ（ヴィサー 

ジュ）を開設  

平成 26 年  「精和総合文化専門学校」を名古屋市西区上名古屋より名古屋市中村区亀島へ移転、 

平成 27 年  「精和総合文化専門学校」専門課程「ファッション専科」を廃止 

「精和総合文化専門学校」を「精和高等専修学校」に校名変更 

「あいち大橋学園」を「大橋学園」に法人名変更 

 学園本部を名古屋市中村区亀島に変更 

平成 29 年  「ユマニテク短期大学」を開設 

平成 31 年※ 精和高等専修学校 学科増設 

高等課程総合学科(入学定員 80 名 3 年制)に加えて、専門課程調理師専科(入学定員 

40 名 2 年制)、製菓製パン本科(入学定員 80 名 2 年制)を増設認可(1 月 8 日) 

調理師専科(入学定員 40 名 2年制)／衛生専門課程：調理師養成施設認可(2 月 27 日) 

製菓製パン本科(入学定員 80名 2 年制)／衛生専門課程：製菓衛生師養成施設 

同時に「名古屋ユマニテク調理製菓専門学校」に校名並びに養成施設名変更 
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平成 31 年※ 名古屋ユマニテク歯科製菓専門学校 学科廃止、歯科定員増 

        製菓製パン本科(入学定員 80 名 2 年制) 廃止(1月 8 日) 

         歯科衛生学科(入学定員 120名 3 年制)／ 

医療専門課程：歯科衛生士養成所定員増認可(3 月 13 日) 

同時に「名古屋ユマニテク歯科衛生専門学校」に校名変更 

ユマニテク短期大学 幼児保育科 

同科 幼稚園教諭二種免許授与(H31.4.1 適用)課程認定(1 月 25 日) 

同科 保育士養成施設授業科目等(H31.4.1 以降入学生適用)変更承認(3 月 13 日) 

   ※5 月 1 日から「平成」より「令和」に改元 

45




